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は
じ
め
に

本
稿
執
筆
の
き
っ
か
け
は
、
本
誌
前
輯
に

｢

明
治
大
正
期
古
今
集
注
釈

書
・
研
究
書
略
解｣

(

平
20
・
２)

を
発
表
し
た
際
、
明
治
期
の
注
釈
書

に
お
い
て
、
古
今
集
の
本
文
、
就
中
仮
名
序
が
し
ば
し
ば
大
幅
な
改
訂

(

と
い
う
よ
り
む
し
ろ
改
竄)

を
受
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
こ
と
に

よ
る
。
そ
れ
ら
の
改
訂
は
近
世
国
学
者
の
見
解
に
影
響
を
受
け
、
し
ば
し

ば
そ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
稿
の
末
尾
の

｢

お
わ
り
に｣

に
お
い
て
既
に
指
摘
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
実
は
稿
者
は

こ
れ
ら
に
つ
い
て
無
知
で
あ
っ
て
、
執
筆
中
に
初
め
て
気
づ
い
て
一
驚
し

た
に
す
ぎ
な
い
。

そ
こ
で
、
近
世
国
学
者
の
古
今
集
仮
名
序
の
改
訂
に
つ
い
て
、
比
較
的

知
ら
れ
て
い
る
真
淵
や
景
樹
以
外
に
も
目
を
向
け
て
明
治
期
へ
の
影
響
を

主
眼
に
考
え
て
み
た
い
と
思
う
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
分
野

の
資
料
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
発
掘
、
整
理
さ
れ
て
い
な
い
憾
み
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
着
手
し
て
直
ち
に
、
稿
者
の
国
学
に
対
す
る
知
識
が
不

足
し
て
お
り
、
到
底
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
い

た
。
結
局
、
古
今
集
仮
名
序
の
本
文
改
訂
に
関
し
て
、
い
く
つ
か
の
資
料

紹
介
を
す
る
に
止
め
る
こ
と
と
し
た
。
は
な
は
だ
不
満
足
な
内
容
で
あ
る

が
、
先
学
の
研
究
の
乏
し
い
分
野
ゆ
え
、
な
に
が
し
か
の
意
味
も
あ
ろ
う

か
と
考
え
あ
え
て
公
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
現
在
の
古
今
集
研
究
は
、
過
去
の
研
究
に
対
し
て
は
な
は
だ
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冷
淡
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
利
用
で
き
る
も
の
だ
け
を
取
り

上
げ
、
他
は
無
視
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
中
世
の
古
今
集

注
釈
書
が
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
の
は
、
そ
れ
程
過
去
の
こ
と
で
は

な
い
。
そ
の
点
は
現
在
で
は
大
幅
に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
そ
の
一

方
、
近
世
国
学
者
の
研
究
は
、
戦
前
の
段
階
か
ら
、
さ
ほ
ど
の
進
歩
が
見

ら
れ
な
い
。
戦
後
、
過
去
の
反
動
か
ら
か
、
国
学
研
究
者
は
数
少
な
く
、

ま
た
、
研
究
が
行
わ
れ
て
も
、
国
文
学
研
究
の
立
場
と
は
異
な
る
場
合
も

あ
る
。
み
ず
か
ら
の
こ
と
を
棚
上
げ
し
て
言
え
ば
、
こ
の
状
況
は
改
善
さ

れ
る
べ
き
と
考
え
る
。
国
学
に
つ
い
て
無
知
を
恥
じ
る
稿
者
が
本
稿
の
よ

う
な
も
の
を
執
筆
す
る
意
図
は
そ
こ
に
あ
る
。
と
り
あ
え
ず
の
資
料
紹
介

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

第
一
章

荷
田
春
満

『

古
今
和
歌
集
序
説』

一

荷
田
春
満
の
古
今
集
研
究
、
特
に
仮
名
序
本
文
の
改
訂
に
つ
い
て
は
、

賀
茂
真
淵

『

続
万
葉
論』

、
香
川
景
樹

『

古
今
和
歌
集
正
義』

か
ら
日
本

歌
学
全
書
の
佐
佐
木
信
綱
の
注
に
至
る
ま
で
、
諸
書
に
そ
の
名
が
見
え
る

が
、
肝
心
の
春
満
の
注
そ
の
も
の
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
か
な

る
も
の
に
も
と
づ
く
の
か
、
あ
る
い
は
単
な
る
孫
引
き
な
の
か
、
判
然
と

し
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
従
来
、
後
述
の
諸
家
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、

春
満
の
注
を
容
易
に
利
用
す
る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
國
學
院
大
學
に
よ
っ
て
新
た
に
春
満
の
全
集
が
編

纂
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
刊
行
が
始
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
と

並
行
し
て
、
國
學
院
大
學
の
根
岸
茂
夫
氏
を
中
心
に
荷
田
春
満
の
著
作
や

資
料
を
総
合
的
に
調
査
す
る
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
そ
の
成
果
は

『

近
世
国
学
の
展
開
と
荷
田
春
満
の
史
料
的
研
究』

(

平
成
15
〜
平
成
18
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

(

基
盤
研
究

(

Ｂ)
(

２))

研
究
成
果
報
告
書
、
平
成
18
年
３
月
、
以
下
こ
れ
を『

根
岸
科
研
報
告
書』

と
称
す
る
こ
と
と
す
る)

及
び

『

荷
田
春
満
年
譜
稿

寛
文
十
一
年
羽
倉

信
詮
日
記』

(

平
成
19
年
度
國
學
院
大
學
特
別
推
進
研
究

｢

近
世
に
お
け

る
前
期
国
学
の
総
合
的
研
究｣

成
果
報
告
書
、
平
成
20
年
３
月
、
以
下
こ

れ
を

『

根
岸
國
學
院
報
告
書』

と
称
す
る
こ
と
と
す
る)

と
し
て
公
表
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
る
と
、
今
後
春
満
の
研
究
は
飛
躍
的
に
進
展
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
、
す
で
に
新
た
な
全
集
刊
行
の
ほ
か
、｢

國
學
院
雜
誌｣

平
成
十

八
年
十
一
月
号
の
国
学
特
集
に
も
そ
の
成
果
の
一
端
が
現
れ
て
い
る
。

古
今
集
研
究
に
つ
い
て
は
近
時
刊
行
さ
れ
た

『

新
編
荷
田
春
満
全
集』
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第
六
巻

(

鈴
木
淳
氏
解
題
、
平
18
刊)

に
古
今
集
関
係
の
著
作
が
主
と
し

て
東
丸
神
社
所
蔵
本
に
よ
っ
て
ま
と
め
て
活
字
化
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、

春
満
の
古
今
集
研
究
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
が
、
初
め
て
明
ら
か

に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
、
本
稿
は
些
細
な
資
料
紹
介
で
あ
り
、
い

ず
れ
総
合
的
研
究
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、

も
と
も
と

｢

は
じ
め
に｣

に
書
い
た
関
心
に
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

点
の
意
義
も
あ
ろ
う
か
と
考
え
、
公
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
春
満
の
古
今
集
研
究
に
つ
い
て
は
、
早
く

『

荷
田
春
満』

(

昭

15
初
刊)

の
大
著
が
あ
り
、
後
年

『

荷
田
春
満
の
古
典
学』

(

全
二
巻
、

私
家
版
、
昭
55
、
59
刊
、
第
一
巻
は
前
著
の
覆
刻)
に
集
大
成
さ
れ
た
三

宅
清
氏
の
業
績
が
あ
る
。
そ
こ
で
三
宅
氏
は
春
満
の
仮
名
序
に
関
す
る
著

作
二
点
を
発
掘
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
は
い
ず
れ
も

『
荷
田
春
満
の

古
典
学』

第
二
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
左
記
の
二
編
で
あ
る

(
本
稿
で

は
以
下
こ
の
第
二
巻
を

『

古
典
学』

と
称
す
る
こ
と
と
す
る)

。

｢

古
今
集
序
釈｣

(

77
オ
―
85
ウ

(

１))
(

初
出

『

国
学
の
学
的
体
系』

昭
18

刊)｢

古
今
集
の
序
解
―
春
満
よ
り
真
淵
へ｣

(

293
ウ
―
305
オ)

(

初
出

｢

國

語
・
國
文｣

昭
19
・
３)

前
者
は
無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本

(

函
架
番
号
九
八
九
四)

の
紹
介
で
、

後
に
内
村
和
至
氏

｢『

古
今
集
序
釈』

解
題
・
翻
刻｣

(｢

明
治
大
学
人
文

科
学
研
究
所
紀
要｣

49
平
13
・
３)

に
解
題
翻
刻
が
な
さ
れ
た
。
新
編
全

集
に
も
こ
の
本
が
収
め
ら
れ
て
い
る

(

２)

。

一
方
、
後
者
紹
介
の
本
は
、
三
宅
氏
に
よ
れ
ば
甲
府
市
の
南
塘
文
庫
蔵

本
で
、
空
襲
戦
災
で
焼
失
し
た
と
い
う
。

さ
ら
に
、
新
編
全
集
で
は
東
丸
神
社
蔵
本
の

『

古
今
集
序
註』

が
解
題

翻
刻
さ
れ
て
い
る
。
解
題
に
指
摘
は
な
い
が
、
こ
の
本
は
前
半
の
み
の
零

本
で
あ
る
。

ま
た
、
新
編
全
集
の
解
題
中
で
静
岡
県
某
氏
所
蔵『

古
今
和
歌
集
序
説』

が
紹
介
さ
れ
、｢

春
塘
文
庫
旧
蔵

『

古
今
集
序
解』

と
同
種
の
も
の
と
目

さ
れ
る｣

(

469
頁)

と
あ
る
。

さ
て
、
手
許
に

｢

古
今
和
歌
集
序
説｣

と
題
す
る
一
本
が
あ
る
。
こ
の

本
は
内
題
の
一
致
な
ど
か
ら
、
あ
る
い
は
静
岡
県
某
氏
蔵
本
と
同
じ
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
春
満
の
仮
名
序
注
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
六
本
存
在
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
だ
出
現
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
江
戸
後
期
か
ら
春
満
の
仮
名
序

注
は
か
な
り
知
ら
れ
て
い
た

(

但
し
、『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
を
春
満

説
と
称
し
た
例
も
あ
る)

こ
と
を
考
え
る
と
、
不
思
議
な
ほ
ど
少
な
い
。
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後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
春
満
が
自
ら
筆
を
執
っ
た
も
の

で
は
な
く
、
後
人
の
編
集
に
か
か
り
、
お
そ
ら
く
は
弟
子
が
講
義
を
筆
記

編
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
本
よ
り
自
筆
で
は
な
い
。
子
細
は
後
述
す
る

が
、
こ
れ
ら
を
分
類
す
る
と
左
記
の
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

１
、
古
今
和
歌
集
序
釈

無
窮
会
神
習
文
庫
蔵
本

＊
片
桐
洋
一
氏
蔵
本
は
こ
れ
に
同
じ
か

２
ａ
、
古
今
集
序
註

(

存
前
半)

東
丸
神
社
蔵
本

ｂ
、
古
今
集
序
解

春
塘
文
庫
旧
蔵
本

ｃ
、
古
今
和
歌
集
序
説

家
蔵
本

＊
静
岡
県
某
氏
蔵
本
は
こ
れ
に
同
じ
か

１
は
２
の
諸
注
に
比
べ
る
と
や
や
簡
略
で
あ
る
。
鈴
木
淳
氏
は
新
編
全

集
解
題
に
お
い
て
、
１

『

古
今
和
歌
集
序
釈』

と
２
ａ

『

古
今
集
序
註』

と
を
比
較
さ
れ
、｢

両
者
の
成
立
時
期
の
先
後
を
論
ず
る
た
め
に
は
、
さ

ら
に
詳
し
い
考
察
が
必
要
で
あ
る
が
、
あ
え
て
い
う
な
ら
、
上
記
の
点

(

稿
者
注
、
序
釈
よ
り
序
註
の
方
が
詳
細
で
踏
み
込
ん
だ
解
釈
を
し
て
い

る
こ
と)

等
を
勘
案
し
て
、『

古
今
和
歌
集
序
釈』

の
方
が
や
や
先
ん
ず

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。｣

(

481
頁)

と
さ
れ
る
。
次
に
２
の
ａ
、
ｂ
、
ｃ
は

異
本
関
係
に
あ
り
、
か
な
り
の
異
同
が
あ
る
が
、
同
文
の
箇
所
が
多
く
、

基
本
的
に
同
種
の
注
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
家
蔵
本
を
紹
介
し
、
古
今
集
序
註
、
古
今
集
序
解
と
比
較
す
る

こ
と
と
す
る
。
と
い
っ
て
も
、
家
蔵
本
は
紹
介
す
る
こ
と
が
躊
躇
さ
れ
る

ほ
ど
の
粗
本
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
注
の
伝
本
は
少
な
い
の
で
、
と
り
あ

え
ず
概
略
を
知
る
一
助
に
は
な
ろ
う
か
と
考
え
る
。

二

ま
ず
、
書
誌
的
事
項
を
記
述
す
る
。

家
蔵
本

古
今
和
歌
集
序
説

二
巻

慶
応
三
年

(

一
八
六
七)

正
弘
写

一
冊

袋
綴

(

包
背
装)

。
淡
茶
色
表
紙

(

二
五
・
五
×
一
七
・
五
糎)

、
左
肩

灰
と
青
の
雲
形
文
様
題
簽

｢

古
今
和
歌
集
序
説｣

。
料
紙
、
楮
紙
。
墨
付
、

五
二
丁
。
遊
紙
、
前
一
丁
、
後
な
し
。
字
面
高
さ
、
約
二
二
・
七
糎
、
注

約
一
字
下
げ
。
毎
半
葉
十
四
行
書
。
内
題
、｢

古
今
和
歌
集
序
説｣

｢

古
今
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和
歌
集
序
説
下｣

。
ま
た
、
上
巻
内
題
の
次
行
に｢

荷
田
春
満
先
生
撰
定
〃

東
都
祠
官

木
成
従
著

浜
松
処
士

加
茂
真
渕
校｣

と
あ
り
、
朱
で｢

春
満｣

の
右
に｢

ア
ツ
マ
ヽ
ル｣

、

左
に

｢
京
稲
荷
祠
官｣

と
注
し
、
さ
ら
に
、｢

木
成
従｣

の
右
に
同
じ
く

朱
で

｢

神
田
明
神
ヽ
主｣

と
あ
る
。
上
巻
部
分
に
は
朱
の
句
点
・
返
点
と

墨
の
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
朱
は
後
人
別
筆
の
疑
い
も
あ
る

が
、
に
わ
か
に
判
断
で
き
な
い
。

奥
書此

書
者
宮
ケ
崎
町
深
江
氏
書
也

安
永
七
年
戌
五
月
廿
八
日
写
成

志
貴
泰
政

慶
応
三
年
丁
卯
十
月
写

正
弘

(

花
押)

奥
書
中
に
見
え
る
人
名
は
い
ず
れ
も
不
詳
で
あ
る
。

印
記
、
巻
頭

｢

三
浦
良
平
／
蔵
書
之
印｣

(

重
郭
長
方
朱
印)
。

誤
写
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
読
み
に
く
い
悪
筆
で
、
底
本
に
虫
損
な

ど
に
よ
る
本
文
の
欠
損
が
あ
っ
た
と
覚
し
く
、｢

ム
シ｣

と
書
い
た
箇
所

も
あ
り
、
特
に
下
巻
部
分
に
欠
字
箇
所
が
多
い
。

本
書
は
古
今
集
仮
名
序
の
注
釈
で
、
上
下
二
巻
に
分
か
れ
、｢

今
の
世

の
中
い
ろ
に
つ
き
人
の
こ
ゝ
ろ
花
に
成
に
け
る
よ
り｣

以
下
を
下
と
す
る
。

三

さ
て
、
本
書
の
内
題
及
び
そ
の
次
行
の
記
述
を
見
る
に
、
新
編
全
集
解

題
で
紹
介
さ
れ
た

『

古
今
和
歌
集
序
説』

と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
鈴

木
淳
氏
の
解
題
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

な
お
、
こ
の
春
塘
文
庫
旧
蔵

『

古
今
集
序
解』

と
同
種
の
も
の
と
目

さ
れ
る
の
が
、
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
の
松
本
久
史
氏
ご
教

示
の
静
岡
県
某
氏
所
蔵

『

古
今
和
歌
集
序
説』

で
あ
る
。
本
文
端
作

り
に
、｢

古
今
和
歌
集
序
説

荷
田
春
満
先
生
選
定
／
東
都
祠
官
木

成
従
著

浜
松
処
士
加
茂
真
淵
校｣

と
あ
る
が
、
奥
書
等
は
な
い
。

｢

木
成
従｣

の｢

木｣

は
木
村
の
修
姓
と
考
え
れ
ば
、｢

木
村
な
り
由｣

と
同
一
人
物
か

(

３)

。
お
そ
ら
く
講
義
の
聞
書
き
を
元
に
し
て
成
し
た
も

の
で
、『

古
今
和
歌
集
序
釈』

な
ど
と
同
様
の
性
格
を
持
つ
書
と
考

え
ら
れ
る
。
内
容
は
、『

古
今
集
序
註』

と
大
同
小
異
で
あ
る
が
、

真
淵
の
関
与
が
あ
る
だ
け
に
多
少
、
注
意
し
て
扱
う
べ
き
資
料
で
あ

る
。(

469
頁)

こ
の
鈴
木
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、
静
岡
県
某
氏
所
蔵

『

古
今
和
歌
集
序

説』

は
本
書
と
似
通
っ
て
お
り
、
両
者
が
同
一
の
注
釈
で
は
な
い
か
と
の

推
測
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、
鈴
木
氏
は

『

古
今
和
歌
集
序
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説』

を｢

春
塘
文
庫
旧
蔵『

古
今
集
序
解』

と
同
種
の
も
の
と
目
さ
れ
る｣

｢
内
容
は
、『

古
今
集
序
註』

と
大
同
小
異
で
あ
る｣

と
さ
れ
て
い
る
の
で
、

結
局
、『
古
今
集
序
解』

『

古
今
集
序
註』

『

古
今
和
歌
集
序
説』

の
三
者

は
同
種
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
う
ち

『

古
今
集
序
解』

は
三
宅
氏
の
紹
介
に
よ
る
他
な
い
が
、
そ

の
紹
介
は
か
な
り
詳
細
で
あ
る
の
で
、
概
略
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

『

古
今
集
序
註』

は
新
編
全
集
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
家
蔵
の

『

古

今
和
歌
集
序
説』

を
用
い
れ
ば
、
三
者
を
比
較
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
以

下
は
そ
の
結
果
で
あ
る
。

ま
ず
、
新
編
全
集
の

『

古
今
集
序
註』

と
本
書
を
比
較
し
て
み
る
。
同

種
の
注
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
相
当
の
異
同
が
あ
る
。
な
お
、

『

古
今
集
序
註』

は
巻
上
の
み
で
あ
る
の
で
、
比
較
は
そ
の
部
分
に
限
ら

れ
る
。
比
較
の
便
を
考
え
、
新
編
全
集
の
本
文
頁
数
で
示
し
、
本
書
を
対

照
す
る
形
と
す
る

(

４)

。

１冒
頭

｢

や
ま
と
歌
は
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
つ
の
こ
と

の
葉
と
そ
な
れ
り
け
る｣

の
注
文
は
全
く
別
文
で
、
本
書
は

｢

や
ま
と
う

た
は
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
万
の
こ
と
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る｣

｢

人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て｣

と
、
変
則
的
に
二
段
に
分
け
て
い
る
。

最
初
の
部
分
を
並
記
し
て
み
る
。

序
註

(

19
頁)

や
ま
と
歌
は
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
葉

と
そ
な
れ
り
け
る

や
ま
と
歌
と
は
、
詩
を
か
ら
う
た
と
云
に
対
し
て
い
へ
る
也
、
大

和
歌
と
か
け
る
に
よ
り
て
、
大
に
や
ら
く

(

マ
マ)

歌
と
い
ふ
説
を
な
す
は
、

文
字
に
よ
り
て
の
事
に
し
て
う
け
用
る
に
た
ら
す
、
日
本
と
か
き

倭
と
か
き
て
も
、
皆
や
ま
と
ゝ
訓
す
る
古
風
な
れ
は
、
大
和
の
文

字
に
か
ゝ
は
る
事
に
は
あ
ら
さ
る
な
り
、
然
る
を
や
ま
と
の
国
号

を
釈
す
る
に
至
り
て
は
、
あ
め
つ
ち
ひ
ら
け
て
後
も
泥
土
未
乾
か

さ
れ
は
、
人
々
山
に
居
程�
往
来
も
し
け
れ
は
そ
の
あ
と
の
見

え
つ
る
故
に
、
山
あ
と
の
国
と
名
つ
け
し
と
云
る
は
、
古
義
を
し

ら
さ
る
僻
説
な
り
、
そ
の
ゆ
へ
は
、
む
か
し
神
武
天
皇
の
皇
居
は
、

そ
の
は
し
め
日
向
国
宮
崎
と
云
所
に
有
し
を
、
東
を
征
給
ひ
て
後
、

今
の
大
和
国
に
都
を
ひ
ら
き
大
宮
を
建
給
ひ
皇
居
を
定
め
給
へ
る

よ
り
、
そ
の
地
の
名
を
も
て
本
邦
一
州
の
名
と
さ
た
め
給
ひ
し
こ

と
也
、(

中
略)

人
の
こ
ゝ
ろ
を
と
い
ふ
を
貫
之
の
本
に
は
ひ
と

つ
こ
ゝ
ろ
を
と
あ
る
よ
し
、
或
書
に
み
え
た
り
、
尤
し
か
る
へ
き
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也
、
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
と
い
ひ
て
は
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
葉

と
な
れ
る
と
い
ふ
に
も
か
な
は
さす
そ

るれ
よ

也り
下

ひの
詞

とに
も

と合
さ

いる
也

ふ
よ
り
万
と
む

か
へ
い
へ
る
詞
な
り
、
今
案
、
貫
之
集
に
ひ
と
つ
心
と
あ
り
と
は

み
え
た
れ
と
も
、
よ
ろ
つ
の
こ
と
の
葉
と
云
に
つ
か
は
ね
は
ひ
と

つ
の
こ
ゝ
ろ
を
と
あ
り
つ
ら
ん
歟
、
尤
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
と
い
へ
る

も
古
詞
と
は
み
え
て
、
此
集
中
、
忠
岑
か
長
歌
の
詞
に
も
見
え
た

り
、
し
か
れ
と
も
そ
れ
は
歌
詞
也
、
是
は
文
章
な
り
、
事
に
よ
り

所
に
よ
る
へ
き
事
也
、
こ
と
の
葉
と
い
へ
る
は
す
な
は
ち
歌
也

序
説や

ま
と
う
た
は
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
万
の
こ
と
の
葉
と

ぞ
な
れ
り
け
る

や
ま
と
哥
と
は
、
か
ら
歌
に
対
し
て
い
へ
り
、
や
ま
と
は
我
国
の

惣
号
也
、
冷
泉
家
の
説
、、
や
ま
と
う
た
と
い
へ
る
に
、
二
義
有
、

一
義
は
、
俊
頼
朝
臣
は
、
和
国
の
哥
謡
な
る
故
に
、
此
国
の
う
た

と
い
は
む
為
也
、
基
俊
の
一
義
は
し
か
ら
ず
、
や
ま
と
う
た
と
は
、

大
に
や
は
ら
く
哥
と
心
得
べ
き
也
と
い
へ
り
、
二
条
家
其
外
、
諸

家
の
説
是
に
同
じ
、
然
れ
ど
も
、
俊
頼
朝
臣
の
説
か
な
へ
り
、
基

俊
の
説
は
、
か
な
は
ず
、
い
か
に
と
な
れ
ば
、
大
和
の
二
字
は
、

上
古
の
事
に
は
あ
ら
ず
、
後
世
国
郡
村
里
の
号
、
二
字
に
定
ら
れ

た
る
よ
り
後
の
事
な
り
、
古
は
倭
の
一
字
を
書
て
、
や
ま
と
ゝ
訓

じ
又
日
本
の
二
字
を
用
ゐ
て
、
や
ま
と
ゝ
訓
じ
、
或
は
、
大
養
徳

の
三
字
を
、
や
ま
と
ゝ
用
ゐ
ら
れ
て
、
必
大
和
の
文
字
に
か
き
ら

ざ
る
事
な
れ
ば
也
、
又
、
古
今
和
哥
集
伝
授
の
説
に
、
大
和
は
、

山
跡
の
義
に
て
、
号
す
と
い
へ
り
、
飛
鳥
井
家
の
説
も
、
是
に
同

じ
、
然
れ
ど
も
、
山
跡
の
義
は
、
元
日
本
紀
私
記
の
説
也
、
正
義

に
は
あ
ら
ず
、
惣
て
国
号
は
、
神
書
の
伝
説
な
れ
ば
略
之

人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て

伝
授
の
説
、
其
外
諸
家
の
説
と
も
に
、
人
の
心
と
云
り
、
然
れ
ど

も
、
人
の
心
を
た
ね
と
し
て
と
云
事
、
理
り
な
し
、
是
は
ひ
と
つ

の
心
を
と
、
貫
之
は
書
る
な
る
べ
し
、
さ
る
に
よ
り
て
こ
そ
、
万

の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
と
書
て
、
句
儀
首
尾
す
る
物
也
、
真

字
序
に
も
、
託
二

其
根ヲ

於
心
地ニ
一

発
二

其
美ヲ

於
詞
林ニ
一

と
書
り
、
□
□

(

欠
字)

と
云
を
以
て
、
人
の
こ
ゝ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
事
し
る
べ
し
、
□
□

(

欠
字
、
顕
昭
カ)の

古
今
註
に
も
、
人
の
心
を
種
と
す
る
と
云
下
に
、
貫
之
の
本
に
は
、

一
ツ
心
を
た
ね
と
す
る
と
書
る
と
い
へ
り
、
さ
れ
ど
も
顕
昭
、
人

の
心
と
、
一
ツ
心
と
の
、
是
悲

(

マ
マ)

を
不
弁
し
て
、
さ
し
お
き
た
る
事
、

い
か
に
心
得
ら
れ
た
る
に
か
有
ら
む
、
人
の
こ
ゝ
ろ
を
種
と
し
て
、

万
の
こ
と
の
葉
と
な
る
理
り
、
下
の
詞
に
も
か
け
あ
は
ず
、
一
の
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こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
、
万
の
こ
と
の
葉
と
そ
な
れ
り
け
る
と
い

ひ
て
社
、
理
り
も
明
ら
か
成
べ
し
、
顕
昭
注
本
に
、
つ
ら
ゆ
き
本

に
は
、
ひ
と
つ
心
を
た
ね
と
し
て
と
書
り
、
し
か
れ
ど
も
、
是
は

一
の
心
と
文
字
に
書
た
る
を
、
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
と
、
か
な
に
書
た

か
へ
た
る
か
、
又
は
ひ
と
の
心
と
、
か
な
に
か
き
た
る
を
、
人
と

い
ふ
字
に
、
後
世
書
た
か
へ
て
よ
り
、
あ
や
ま
り
を
伝
へ
た
る
か

な
る
べ
し
、
ひ
と
つ
心
と
い
ふ
も
、
古
詞
と
は
見
え
ず
、
此
集
中
、

忠
岑
か
、
長
歌
の
詞
に
も
見
え
た
り
、
さ
れ
ど
も
そ
れ
は
哥
詞
也
、

こ
れ
は
文
章
也
、
こ
と
に
よ
り
所
に
よ
る
べ
き
事
な
れ
ば
、
万
の

こ
と
の
は
と
い
ふ
に
対
し
て
は
、
ひ
と
つ
の
心
を
た
ね
と
し
て
と

い
ふ
べ
し
、
も
と
は
、
一
の
心
を
と
書
る
を
、
ひ
と
の
と
も
、
ひ

と
つ
の
と
も
、
よ
ま
る
れ
ば
、
後
の
人
か
き
た
か
へ
た
る
よ
り
、

儀
を
も
心
得
た
か
へ
し
な
る
べ
し

以
上
、
序
説
は
省
略
せ
ず
引
用
し
た
が
、
両
者
の
違
い
が
よ
く
分
か
る

よ
う
、
あ
え
て
そ
の
よ
う
に
し
た
。

こ
れ
だ
け
を
見
る
と
、
両
者
は
全
く
別
注
で
あ
る
か
の
ご
と
く
で
あ
る

が
、
序
註
の
末
尾
近
く

｢

尤
ひ
と
つ
こ
ゝ
ろ
と
い
へ
る
も
古
詞
と
は
み
え

て
、
此
集
中
、
忠
岑
か
長
歌
の
詞
に
も
見
え
た
り
、
し
か
れ
と
も
そ
れ
は

歌
詞
也
、
是
は
文
章
な
り
、
事
に
よ
り
所
に
よ
る
へ
き
事
也
、｣

は
序
説

の

｢

ひ
と
つ
心
と
い
ふ
も
、
古
詞
と
は
見
え
ず
、
此
集
中
、
忠
岑
か
、
長

歌
の
詞
に
も
見
え
た
り
、
さ
れ
ど
も
そ
れ
は
哥
詞
也
、
こ
れ
は
文
章
也
、

こ
と
に
よ
り
所
に
よ
る
べ
き
事
な
れ
ば
、
万
の
こ
と
の
は
と
い
ふ
に
対
し

て
は
、
ひ
と
つ
の
心
を
た
ね
と
し
て
と
い
ふ
べ
し
、｣

に
類
似
し
て
お
り
、

無
関
係
で
は
な
い
。

さ
ら
に
次
の

｢

世
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
さ
し
け
き
も
の
は
、
見心
に

る思
ふ

もこ
と

のを

き
く
物
に
つ
け
て
い
ひ
い
た
せ
る
な
り｣

の
注
を
見
る
と
、
以
下
の
ご

と
く
で
あ
る
。

序
註

(

20
頁)

世
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
さ
し
け
き
も
の
は
、
見心
に

る思
ふ

もこ
と

のを

き
く
物
に

つ
け
て
い
ひ
い
た
せ
る
な
り

こ
と
わ
さ
は
事
業
の
こ
ゝ
ろ
也
、
見
る
物
き
く
物
と
い
ふ
に
か
け

て
見
る
へ
し
、
そ
の
し
け
き
こ
と
わ
さ
の
見
る
も
の
き
く
物
に
つ

け
て
心
に
思
ふ
こ
と
を
を

(

マ
マ)

い
ひ
出
る
也

序
説世

の
中
に
あ
る
人
、
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
物
な
れ
ば
心
に
お
も
ふ
事
を
―
―

云
出
せ
る
也
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こ
と
わ
ざ
は
、
事
業
の
こ
ゝ
ろ
也
、
み
る
物
き
く
物
と
い
ふ
に
か

け
て
見
る
べ
し
、
そ
の
し
け
き
こ
と
わ
さ
の
、
み
る
物
き
く
物
に

つ
け
て
、
心
に
お
も
ふ
事
を
い
ひ
出
る
也

こ
れ
を
見
る
に
、
同
文
で
あ
る
。
以
下
見
て
い
く
と
多
く
の
箇
所
が
、

酷
似
あ
る
い
は
類
似
し
て
お
り
、
大
き
く
異
な
る
場
合
の
方
が
少
な
い
。

し
か
し
、
異
な
る
箇
所
は
全
く
の
別
文
の
場
合
が
多
く
、
か
な
り
の
異
本

関
係
に
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
序
註
が
存
す
る
上
巻
部

分
に
限
っ
て
、
大
き
く
異
な
る
場
合
校
異
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

２序
註

(

21
頁)

(｢

ち
か
ら
を
も
い
れ
す
し
て｣

以
下
の
注)

是
は
歌
の
徳
を
あ
け
て
い
へ
る
也
、
ち
か
ら
を
も
い
れ
す
し
て
天

地
を
う
こ
か
す
と
は
、
ふ
る
ひ
う
こ
か
す
を
云
に
は
あ
ら
す
、
高

大
無
辺
の
天
地
な
れ
は
、
歌
の
徳
に
よ
り
て
は
天
地
も
感
動
す
る

こ
と
を
い
へ
る
な
り
、
う
こ
か
す
と
い
は
ん
と
て
、
ち
か
ら
を
も

い
れ
す
し
て
と
こ
と
葉
に
あ
や
を
な
す
也
、
後
の
こ
と
な
れ
と
、

能
因
法
師
か
、
天
川
な
は
し
ろ
水
に
せ
き
く
た
せ
天
降
り
ま
す
神

な
ら
は
神
、
と
よ
め
る
に
、
雨
の
く
た
り
し
な
と
云
は
、
こ
れ
天

地
を
う
こ
か
す
と
い
ふ
理
り
な
り
、
め
に
み
え
ぬ
鬼
神
を
も
あ
は

れ
と
お
も
は
せ
と
は
、
鬼
神
は
お
に
と
神
と
の
二
つ
也
、
鬼
は
邪

の
方
を
い
ひ
、
神
は
正
し
き
を
云
、
鬼
神
の
字
義
を
も
て
い
は
ん

こ
と
は
、
此
国
の
お
に
神
と
い
は
ん
に
は
全
く
あ
た
る
へ
か
ら
さ

る
歟
、
め
に
み
ゆ
る
も
の
に
こ
そ
あ
は
れ
と
も
お

(

マ
マ
、
稿
者)

お
も
は
せ
ん
こ

と
は
常
の
こ
と
な
る
に
、
歌
の
と
く
に
は
、
め
に
み
え
ぬ
お
に
神

を
も
あ
は
れ
と
お
も
は
す
る
と
也
、
右
の
両
句
は
、
毛
詩
に
動
天

地
感
鬼
神
莫
遇

(

マ
マ
、
稿
者)

於
詩
と
云
を
本
拠
と
し
て
か
け
る
な
り
、
む
か
し

鬼
あ
り
て
人
を
そ
こ
な
ふ
こ
と
あ
り
し
に
、
火
も
木
も
我
大
君
の

国
な
れ
は
い
つ
く
か
お
に
の
す
み
か
な
る
へ
き
、
と
よ
み
た
る
に
、

そ
の
こ
と
や
み
け
る
な
と
い
ふ
こ
と
を
も
て
か
け
る
や
う
に
い
へ

る
は
、
ひ
か
こ
と
の
限
り
也
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説ち

か
ら
を
も
い
れ
ず
し
て
―
―
な
ぐ
さ
む
る
は
哥
な
り

こ
れ
は
、
哥
の
と
く
を
あ
げ
て
い
へ
る
也
、
ち
か
ら
を
も
い
れ
ず

し
て
、
天
地
を
う
こ
か
す
と
は
、
哥
の
と
く
に
よ
り
て
、
天
地
も

感
動
す
る
な
り
、
う
こ
か
す
と
い
ふ
に
よ
り
て
、
力
を
も
い
れ
ず

と
い
ひ
、
鬼
神
を
も
、
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
と
い
ふ
に
よ
り
て
、

め
に
見
え
ぬ
と
か
け
る
、
ま
こ
と
に
和
文
の
筆
術
也
、
め
に
み
え
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ぬ
、
お
に
神
を
も
、
あ
は
れ
と
お
も
は
せ
と
は
、
鬼
神
の
論
ま
ち

�
な
れ
ど
、
畢
竟
、
陰
霊
を
鬼
と
い
ひ
、
陽
霊
を
神
と
い
ふ
と

心
得
べ
し
、
右
の
両
句
は
、
毛
詩
に
、
動
二

天
地
一

感
二

鬼
神
一

莫
レ

遇
二
近
文
選
於
詩ニ
一

と
い
ふ
類
也
、
あ
は
れ
と
は
、
嘆
美
嘆
慨
を
、

か
ぬ
る
語
也
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

注
文
の
量
は
序
註
の
方
が
長
い
が
、
序
説
に
は
独
自
の
内
容
も
あ
り
、

簡
略
と
言
っ
て
す
ま
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。

３序
註

(

27
頁)

(｢

す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
、
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
神
の
こ
の
か
み
な
り
、｣

以
下
の
注)

(

前
略)

い
つ
も
の
国
に
み
や
つ
く
り
し
た
ま
ふ
と
き
に
、
そ
の

所
に
や
い
ろ
雲
の
立
を
み
て
よ
み
た
ま
へ
る
也
、�
賀
也
茲
大
神

初
作�
賀
宮
之
時
自
其
地
、
雲
立
騰
尓
作
御
歌
其
歌
臼
、

(

曰
カ
、
稿
者)

夜
久
多

(

マ
マ
、
稿
者)

都
伊
豆
毛
夜
弊
賀
岐
都
麻
基
微
尓

(

マ
マ
、
稿
者)

夜
弊
賀
岐
都
久
流
曽
能

夜
弊
賀
岐
袁
、
是
を
も
て
か
け
る
と
み
え
た
り
、(

以
下
ほ
ぼ
同

文)

序
説

(｢

す
さ
の
を
の
み
こ
と
は
、
あ
ま
て
る
お
ほ
ん
か
み
の
、
こ
の
神
な

り
、｣

以
下
の
注)

(

前
略)

い
づ
も
の
く
に
ゝ
、
み
や
づ
く
り
し
給
ふ
―
―
よ
み
給

へ
る
な
り
と
は
、
古
事
記
云
、
速
須
佐
之
男
命
、
宮
可
レ

造
作
之

地
求
二

出
雲
国
一

到
二

坐
須
賀
此
二
字
以
音

下
効
之

地ニ
一

而
詔シ
テ

云
吾
来
二

此
地
一

我
心
須
賀
云�
斯
而
其
地
作
宮
坐
故
者
於
今
云
二

須
賀
一

也
茲
大
神

初
作
二

須
賀
宮
一

之
時
自
二

其
地
一

雲
立
騰
尓
作
二

御
歌
一

其
哥
曰

夜
久
毛
多
都
―
―

是
を
も
て
か
け
る
と
見
え
た
り
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

こ
の
部
分
の
異
同
は
、
序
説
が

『

古
事
記』

に
よ
っ
て
正
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
、
序
註
注
文
末
尾

｢

古
事
記
、
日
本
紀
ノ
相
違
か
く
の
こ

と
し｣

は
序
説
に
は
な
い
。

４序
註

(

29
頁)

な
に
は
津
の
歌
は
、
み
か
と
の
お
ほ
ん
は
し
め
な
り

(

前
略)

み
か
と
の
御
は
し
め
と
は
、
帝
王
の
最
神

(

マ
マ
、
稿
者)

と
い
ふ
こ
と

に
こ
そ
聞
也

(

マ
マ
、
稿
者)侍
れ
、
こ
れ
疑
し
き
の
一
つ
也
、
天
皇
の
皇
子
男
女

二
十
五

(

マ
マ
、
稿
者)

男
九
年

女
十
一
年

(

マ
マ
、
稿
者)

(

マ
マ
、
稿
者)

之
内
也
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)
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序
説な

に
は
づ
の
哥
は
み
か
ど
の
お
ほ
む
は
じ
め
な
り

(
前
略)

み
か
ど
の
御
始
と
は
、
帝
王
の
最
初
と
云
こ
と
に
こ
そ
、

聞
え
侍
れ
、
是
疑
し
き
一
ツ
な
り

お
ほ
さ
ゞ
き
の
み
か
と
、
な
に
は
に
て
、
み
こ
と
聞
え
け
る
時
、
東

宮
を
、
た
か
ひ
に
―
―
こ
の
花
は
、
梅
の
花
を
い
ふ
な
る
べ
し

大
さ
ゞ
き
の
尊
は
、
応
神
天
皇
、
第
四
の
皇
子
な
り
、
兎
道
ウ
ヂ
ノ

稚
郎

子
と
申
も
、
異
母
の
皇
子
に
て
、
弟
と
に
て
ま
し
ま
す
、
応
神
天

皇
の
皇
子
、
男
女
二
十
王
、
男
九
王

女
十
一
王
の
内
な
り
、(

以
下
ほ
ぼ
同

文)

序
説
は

｢

お
ほ
さ
ゞ
き
の
み
か
と
、｣

以
下
を
一
段
と
す
る
ほ
か
、｢

大

さ
ゞ
き
の
尊
は
、
応
神
天
皇
第
四
の
皇
子
な
り
、
兎
道
稚
郎
子
と
申
も
、

異
母
の
皇
子
に
て
、
弟
と
に
て
ま
し
ま
す
、｣

の
文
が
加
わ
っ
て
い
る
。

５４
の
注
文
の
続
き
で
、
序
説
は
序
註

(

31
頁
三
行
目)

｢

梅
の
題
は
別

に
出
た
る
に
て
も
し
る
へ
し｣

の
次
に
左
記
の
一
段
が
あ
る
。

又
此
う
た
、
六
帖
に
も
、
王
仁
か
哥
た
る
事
な
し
、
其
外
い
づ
れ

の
古
書
に
も
、
作
者
を
し
る
さ
ず
、
王
仁
か
哥
に
て
、
大
さ
ゝ
き

の
尊
を
そ
へ
て
、
其
徳
た
し
か
成
こ
と
に
し
あ
ら
ば
、
そ
の
の
ち
、

和
尓
□

(

欠
字)

子
孫
の
申
文
に
も
、
の
す
べ
き
こ
と
な
る
を
、
か
つ
て
し

か
るラ�
さ
れ
は
、
決
て
、
王
仁
か
哥
な
ら
ざ
る
べ
し
、
ま
た
王
仁
を
、

王
仁
と
書
に
よ
り
て
、
今
音
に
よ
め
れ
ど
、
古
事
記
、
応
神
天
皇

段
に
、
百
済
国
中
畧
貢
二

上
人
一

名ハ

和
迩
吉
師
即
論
語
十
巻
千
字
文

一
巻
是
人
即
貢
進
此
和
尓
吉
師

者
文
首
等
祖
是
、
わ
に
と
、
読
べ
き
也
、
日
本
紀

王
仁
と
か
け
る
も
、
わ
に
の
か
な
也

６序
註

(

31
頁)

(｢

か
つ
ら
き
の
大
き
み
を
み
ち
の
お
く
へ
つ
か
は
し
た
り
け
る
時
に
、｣

以
下
の
注)

(

前
略)

葛
城
王
は
橘
諸
兄
也
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説

(｢

か
つ
ら
き
の
大
き
み
を
、
み
ち
の
く
に
へ
つ
か
は
し
け
る
時
、
―
―

こ
れ
に
そ
、
お
ほ
き
み
の
心
と
け
に
け
る｣

以
下
の
注)

(

前
略)

此
か
づ
ら
き
の
王
を
、
橘
の
諸
兄
と
、
諸
抄
に
い
へ
る

は
、
誤
な
る
べ
し
、
天
武
紀
秋
七
月
、
葛
城
の
王
卒
と
い
へ
り
、

此
人
な
る
べ
し
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)
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右
の
５
及
び
６
を
見
る
と
、
序
註
を
序
説
が
増
補
し
て
い
る
。
但
し
、

序
註
や
序
説
が
春
満
の
講
義
を
元
に
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
増
補
が
春
満
の
意
図
を
反
映
し
て
い
る
か
否
か
は
明
ら
か

で
な
い
。
さ
ら
に
、
増
補
の
説
は
い
ず
れ
も
既
に
契
沖
の『

古
今
余
材
抄』

に
見
え
て
お
り
、
後
者
は
真
淵
の

『

続
萬
葉
論』

に
も
引
か
れ
て
い
る
に

お
い
て
は
尚
更
で
あ
る
。

７序
註

(

32
頁)

こ
の
ふ
た
歌
は
、
う
た
の
ち
ゝ
は
ゝ
の
や
う
に
て
そ
、
手
な
ら
ふ
人

の
は
し
め
に
も
し
け
り

此
両
首
よ
り
以
前
、
歌
は
お
ほ
く
あ
れ
と
も
、
此
歌
は
そ
の
徳
あ

ら
は
れ
て
世
人
も
よ
く
し
り
た
る
ゆ
へ
に
な
る
へ
し
、
父
母
の
や

う
に
て
そ
と
い
へ
る
は
、
難
波
津
の
歌
は
王
仁
か
作
、
浅
香
山
の

歌
は
采
女
か
詠
、
是
男
女
の
歌
な
る
を
以
て
か
く
い
ひ
、
ま
た
其

徳
の
あ
ら
は
れ
た
る
歌
の
第
一
の
や
う
に
い
ひ
つ
た
へ
、
人
の
お

や
の
上
に
み
へ
る
如
く
な
る
を
も
て
も
か
く
い
ふ
な
る
へ
し
、

(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説

こ
の
ふ
た
う
た
は
、
哥
の
父
母
の
や
う
に
て
ぞ
、
て
な
ら
ふ
人
の
は

じ
め
に
も
し
け
る

此
両
首
よ
り
以
前
、
哥
は
お
ほ
く
あ
れ
ど
も
、
こ
の
う
きタ�
は
其
徳

あ
ら
は
れ
て
、
世
人
よ
く
し
り
た
る
故
に
な
る
べ
し
、
父
母
の
や

う
に
て
ぞ
と
は
、
或
抄
に
父
母
と
定
れ
る
義
、
な
き
に
よ
り
て
、

や
う
に
て
ぞ
と
、
書
る
と
い
ふ
は
、
し
か
る
べ
し
、
帝
王
の
徳
を

い
ひ
、
大
き
み
の
心
を
や
は
ら
け
、
男
女
の
う
た
と
聞
ゆ
れ
ば
、

父
母
の
や
う
に
て
と
は
、
い
へ
る
な
る
べ
し
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説
に
言
う
或
抄
の
説
と
は
両
度
聞
書
を
さ
す
と
思
わ
れ
る
。
両
度
聞

書
に
は

｢

此
哥
を
父
母
と
い
ふ
事
定
れ
る
儀
な
き
故
に
や
う
に
て
と
書
る

な
り｣

(

寛
永
十
五
年
版
本
、
振
仮
名
省
略)

と
あ
る
。

８序
註

(

33
―
34
頁)

(｢

そ
の
六
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、｣

以
下
の
注)

そ
へ
歌
と
は
よ
そ
ふ
る
と
云
に
は
あ
ら
す
、
此
歌
の
こ
と
く
、
面

は
全
く
梅
の
こ
と
を
よ
み
て
、
裏
に
は
仁
徳
天
皇
の
即
位
し
給
へ

る
を
そ
へ
た
る
也
、
是
は
か
ら
歌
の
風
の
す
か
た
と
同
義
な
り
、

詩
序
云
、
上
以
風
化
下
下
以
風
刺
上
云
云
、
注
云
、
風
化
風
刺
皆
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謂
破
言
喩
所
付
言
云
云
、
此
風
は
諷
の
字
同
意
な
り
、
日
本
紀
に

も
諷
歌
を
そ
へ
う
た
と
訓
す
、
或
説
に
、
そ
へ
歌
と
は
、
風
の
物

に
あ
た
り
て
そ
れ
と
し
ら
る
ゝ
こ
と
く
、
物
に
そ
へ
て
心
を
見
す

る
と
釈
す
る
は
か
な
は
さ
る
事
也
、
則
是
大
和
歌
を
大
に
や
は
ら

く
と
釈
せ
し
類
ひ
に
て
、
風
を
か
せ
と
の
み
心
得
た
る
人
の
誤
也
、

(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説

(｢

そ
の
、
む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
、
そ
へ
う
た
、｣

以
下
の
注)

そ
へ
う
た
と
は
、
た
と
へ
ば
、
は
な
の
こ
と
の
み
を
、
あ
ら
は
し

て
、
裏
に
お
も
ふ
こ
と
を
、
よ
せ
い
ひ
て
、
さ
と
ら
し
む
る
な
り
、

難
波
津
の
詠
も
、
そ
の
さ
ま
な
り
、
日
本
紀
第
三
、
神
武
紀
に
、

諷
哥ム
シ
カ
例
語
を
も
て
、
わ
ざ
は
ひ
を
は
ら
ふ
こ
と
は
、
此
時
よ
り

は
じ
ま
れ
り
と
云�
、
如
此
な
れ
ば
、
其
哥
の
名
目
に
よ
つ
て
、

来
る
こ
と
久
し
、
祇
註
に
、
そ
へ
哥
は
、
面
に
あ
ら
は
さ
ず
し
て
、

風
の
物
に
ふ
れ
て
、
見
ゆ
る
ご
と
し
、
物
に
よ
そ
へ
て
、
心
を
み

す
る
也
と
い
へ
り
、
此
説
か
な
へ
る
に
似
て
非
也
、
六
義
を
い
ふ

時
の
、
風
は
、
か
ぜ
と
い
ふ
こ
と
わ
り
な
し
、
そ
ふ
る
と
は
、
よ

す
る
と
い
ふ
と
、
同
じ
古
語
也
、
万
葉
集
に
、
何
に
寄
と
有
哥
皆

是
な
り
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

こ
の
祇
註
も
両
度
聞
書
に

｢

そ
へ
哥
は
お
も
て
に
あ
ら
は
れ
す
風
の
物

に
ふ
れ
て
見
ゆ
る
こ
と
く
物
に
よ
そ
へ
て
心
を
見
す
る
な
り｣

と
あ
る
。

９序
註

(

34
頁)

(｢

ふ
た
つ
に
は
か
そ
へ
う
た
、｣

以
下
の
注)

か
そ
へ
歌
と
は
、
も
の
を
か
す�
な
ら
へ
あ
け
て
い
ふ
は
、
か

そ
ふ
る
か
こ
と
し
な
れ
は
也
、(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

序
説ふ

た
つ
に
は
か
ぞ
へ
う
た

か
ず�
の
も
の
を
、
よ
み
あ
ら
は
し
て
、
心
を
の
ぶ
れ
ば
か
ぞ

へ
う
た
と
い
へ
る
也
、
さ
れ
ば
引
用
る
所

さ
く
花
に
、
お
も
ひ
つ
く
み
の
、
あ
ぢ
き
な
き

(

マ
マ)

、
身
に
い
た
づ
き

の
い
る
も
し
ら
ず
て

(

以
下
ほ
ぼ
同
文)

10序
註

(

35
頁)

(｢
こ
れ
は
物
に
も
な
す
ら
へ
て
、｣

以
下
の
注)

此
古
註
の
こ
ゝ
ろ
も
、
比
の
字
義
を
以
て
い
ふ
故
に
、
か
な
へ
り
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と
も
み
え
す
て
、
た
ら
ち
ね
の
歌
を
出
せ
り
、
是
は
妹
に
あ
は
ぬ

か
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
の
や
う
に
な
ん
あ
る
と
な
す
ら
へ
た
る

姿
な
り
、
し
か
る
を
又
物
に
も
な
す
ら
へ
て
と
い
へ
る
は
、
い
か

に
心
得
た
る
に
や

序
説

(｢

こ
れ
は
も
の
に
も
な
ず
ら
へ
て
―
―｣

以
下
の
注)

此
者
、
引
物
連
レ

類
、
此
字
義
に
、
よ
れ
る
註
と
見
ゆ
、
さ
れ
ば

霜
な
ど
に
も
な
ず
ら
へ
、
さ
し
て
そ
、
や
う
に
こ
そ
あ
れ
と
、
い

ふ
義
な
り
比
類
す
る
意
な
れ
ば
、
も
の
と
、
我
と
、
二
ツ
こ
と
を

た
て
ゝ
、
混
雑
せ
ず
し
て
、
比
類
を
と
り
て
、
差
別
有
や
う
に
い

へ
る
也
、
君
に
け
さ
の
哥
は
、
辞
混
雑
せ
り
、
古
註
に
引
、
た
ら

ち
ね
の
う
た
は
、
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
の
、
憂
鬱
を
、
わ
か
妹

に
あ
は
ぬ
思
ひ
に
、
比
類
し
て
よ
め
る
也
、
さ
れ
ば
ま
ゆ
こ
も
り

と
い
ひ
、
妹
に
あ
は
ず
て
と
い
ふ
詞
も
、
の如
本

人
か

(

朱) と
我
と
に
し
て
、
両

言
と
□

(

欠
字)

に
、
彼
に
も
用
ゐ
か
た
く
、
我
に
も
か
か
り
か
た
し
、
二

ツ
物
を
な
ら
べ
て
、
し
か
も
ま
じ
は
ら
ざ
る
所
分
明
也

万
葉
第
十
二
、
た
ら
ち
ね
の
、
は
ゝ
が
か
ふ
こ
の
ま
ゆ
こ
も
り
い

ぶ
せ
く
も
有
か
、
い
も
に
あ
は
ず
て
、
此
哥
を
拾
遺
集
恋
四
に
、

人
丸
の
哥
と
し
て
い
れ
た
り
、
扨
古
註
に
た
ら
ち
め
の
、
お
や
と

い
へ
る
は
非
也
、
万
葉
集
に
、
垂
乳
根
と
書
て
、
母
の
冠
辞
と
せ

る
事
、
あ
ま
た
見
え
た
り
、
又
垂
乳
為
と
も
有
、
は
ゝ
に
か
き
る

冠
辞
な
れ
ば
、
ち
ゝ
と
も
、
親
と
も
、
つ
ゞ
け
た
る
例
、
万
葉
に

見
え
ず
、
但
僧
正
遍
昭
の
、
た
ら
ち
ね
は
、
か
ゝ
り
と
て
し
も
と

よ
め
る
、
た
ら
ち
ね
の
母
と
、
つ
ゞ
け
た
る
事
の
は
し
め
也
、
是

よ
り
後
、
母
の
詞
を
□

(

欠
字)

し
て
、
た
ら
ち
ね
と
い
ひ
て
、
母
の
事
に

用
ひ
来
た
れ
り

こ
の
辺
り
よ
り
両
者
の
異
同
が
大
き
い
場
合
が
多
く
な
る
。

11序
註

(

36
頁)

よ
つ
に
は
た
と
へ
う
た
、
我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し

此
歌
、
君
か
代
は
と
有
本
有
、
尤
可
然
歟
、
さ
れ
と
も
八
百
か
行

は
ま
の
ま
さ
こ
と
我
恋
と
い
れ
か

(

マ
マ)

ま
さ
る
お
き
つ
し
ま
守
、
と
い

ふ
歌
あ
る
と
き
は
、
恋
を
よ
む
と
い
は
ん
む
ね
あ
り
て
の
事
に
や
、

代
は
一
か
そ
ふ
れ
と
も
恋
を
か
そ
ふ
る
理
り
な
け
れ
は
い
か
ゝ
と

思
へ
と
も
、
八
百
か
行
の
歌
あ
る
と
き
は
両
義
と
も
に
棄

序
説よ

つ
に
は
た
と
へ
う
た
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わ
か
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
じ
荒
磯
海
の
浜
の
ま
さ
ご
は
よ
み
つ
く

す
と
も
、
一
本
我
恋
は
と
い
ふ
を
、
君
か
代
と
せ
り
、
こ
れ
し
か

る
べ
き
か
、
い
か
に
と
な
れ
ば
、
わ
か
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
じ
と

は
、
つ
ゞ
き
が
た
し
、
此
集
に
、
あ
り
そ
う
み
の
、
浜
の
ま
さ
こ

と
、
た
の
み
し
は
、
わ
す
る
ゝ
こ
と
の
、
数
に
ぞ
あ
り
け
る
と
い

ふ
、
哥
あ
れ
ど
、
そ
れ
は
わ
す
る
ゝ
こ
と
の
、
か
ず
と
い
ひ
、
万

葉
集
に
、
八
百
日
行

ヤ

ホ

カ

ユ

ク

、
浜ハ
マ

の
ま
さ
こ
も
、
我
恋
に
、
豈
不
益
歟

ア
ニ
マ
サ
ラ
メ
ヤ

、

沖
つ
嶋
守
と
い
ふ
哥
も
、
お
も
ふ
事
の
、
数�
多
き
を
、
い
つ
れ

か
ま
さ
る
と
よ
め
れ
ば
、
此
哥
の
、
我
恋
は
、
よ
む
と
も
つ
き
じ

と
は
、
詞
の
つ
ゞ
き
格
別
な
れ
ば
な
り
、
君
か
代
は
、
よ
む
と
も

つ
き
じ
と
は
、
つ
ゝ
け
か
ら
も
よ
く
聞
ゆ
れ
ば
、
こ
れ
に
し
た
が

ふ
べ
し
、
た
と
へ
哥
と
は
、
お
も
ふ
こ
と
を
、
物
に
た
と
へ
て
、

い
ひ
あ
ら
は
す
な
れ
ば
、
此
浜
の
ま
さ
こ
に
、
た
と
へ
た
る
哥
、

よ
く
か
な
へ
り
、
古
註
の
興
の
□

(

欠
字)

に
よ
り
て
、
ひ
け
る
哥
は
、
た

と
へ
と
い
ふ
、
和
語
の
義
に
叶
ひ
か
た
し

12序
註

(

36
頁)

(｢

こ
れ
は
よ
ろ
つ
の
草
木
、
鳥
、
け
た
物
に
つ
け
て
心
を
み
す
る
な

り
、｣

以
下
の
注)

此
古
注
の
こ
ゝ
ろ
は
、
興
字
の
義
に
て
い
へ
は
、
万
の
草
木
鳥
獣

に
つ
け
て
心
を
み
す
る
と
云
也
、
も
の
に
つ
け
て
こ
ゝ
ろ
を
お
こ

し
あ
ら
は
す
な
れ
は
、
始
の
風
の
す
か
た
と
大
か
た
同
し
く
な
る

へ
け
れ
は
、
し
さ
ま
を
か
へ
て
、
我
恋
は
よ
む
と
も
つ
き
し
の
歌

を
出
し
た
る
へ
し
と
也
、
す
ま
の
あ
ま
の
歌
す
な
は
ち
風
の
す
か

た
也
、
古
注
者
も
す
か
た
わ
か
て
る
歌
を
も
と
め
え
す
、
ま
た
く

心
に
か
な
は
さ
れ
は
こ
そ
、
此
歌
な
と
や
か
な
ふ
へ
か
ら
ん
と
は

か
け
る
な
る
へ
し

序
説

(｢

こ
れ
は
よ
ろ
づ
の
、
草
木
鳥
け
だ
も
の
に
つ
け
て
、
心
を
み
す
る

也
―
―｣

以
下
の
注)

興ハ

因
レ

事
感
発
と
い
ふ
字
義
に
、
よ
れ
る
註
也
、
古
註
し

(

マ
マ)

の
意
は
、

興
の
字
の
義
に
よ
り
て
、
草
木
鳥
獣
に
つ
け
て
、
其
心
を
見
す
べ

き
を
、
こ
の
引
哥
は
、
か
く
れ
た
る
所
な
し
、
又
か
く
れ
た
る
所

あ
れ
ば
、
は
じ
め
の
風
の
哥
と
、
同
し
さ
ま
に
、
な
る
を
も
て
、

す
こ
し
さ
ま
を
か
へ
ん
と
て
、
此
哥
を
ひ
き
た
る
と
、
心
得
し
も

の
成
べ
し
、
す
ま
の
あ
ま
の
、
塩
や
く
下
畧
此
哥
は
、
風
景
に
興

し
て
、
其
こ
ゝ
ろ
を
、
お
も
て
に
い
は
ず
、
し
か
も
意
味
を
の
ぶ
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る
所
、
尤
興
の
字
に
か
な
ふ
べ
し

13序
註

(

37
頁)

(｢

こ
れ
は
こ
と
の
と
ゝ
の
ほ
り
た
ゝ
し
き
を
云
也
、｣

以
下
の
注)

(

前
略)

と
む
る
と
は
認
の
字
の
意
也
、
文
字
な
と
の
う
す
き
を

あ
と�
墨
し
て
、
と
む
る
と
云
に
お
な
し
と
云
説
あ
る
は
か
な
へ

り
、
さ
れ
は
山
桜
の
歌
を
出
し
て
と
ゝ
の
ほ
り
正
し
き
歌
の
本
と

せ
り

序
説

(｢

こ
れ
は
、
こ
と
の
と
ゝ
の
ほ
り
、
た
ゝ
し
き
を
い
ふ
な
り
、｣

以

下
の
注)

(

前
略
、
序
註
に
ほ
ぼ
同
じ)

と
め
う
た
と
云
こ
と
は
、
此
古
註

の
外
、
古
書
に
所
見
な
し
、
此
註
し
た
る
も
の
ゝ
、
新
に
作
り
出

た
る
、
詞
と
見
ゆ
れ
ば
、
可
レ

非(

マ
マ)

レ

論
す
る
に
た
ら
す

14序
註

(

37
頁)

(｢

む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た
、｣

以
下
の
注)

(

前
略
、
以
下
序
説
と
別
文)

さ
き
草
は
、
和
名
抄
云
、�
文
字

集
略
云�
音
娘
和
名
佐
木
久
佐

日
本
紀
私
記
云
福
草
、(

後
略)

序
説む

つ
に
は
い
は
ひ
う
た

(

前
略)

さ
き
草
は
、
日
本
紀
云
、
福
草
人名
是
福
草
と
書
て
、
さ

き
く
さ
と
よ
み
来
れ
り
、
又
さ
い
く
さ
と
も
い
ふ
、
さ
い
相
通
ず

れ
は
な
り
、
又
令
義
解
三
枝
祭
、
謂
率
川
社
祭
也
以
三
枝
萃

飾
酒
樽
祭
故
曰
三
枝

二

一

二

一

二

一

二

一

さ
い
く

さ
に
、
三
枝
の
字
を
用
る
故
は
、
新
撰
姓
氏
録
三
枝
部
連
之
条
下ニ

云
、
顕
宗
天
皇
、
御
世
、
喚
二

集
諸
氏ノ

人
等
一

賜
二

饗�
一

于
レ

時
三

茎
之
草
生
二

於
宮
庭
一

採
以
奉
献ル

仍
負
二

姓ヲ

三
枝
部
造
一

云�
、
こ
の

三
枝
、
日
本
紀
に
有ル

福
草
と
同
じ
、
或
云
、
さ
い
く
さ
は
、
葛
也

と
い
ふ
説
有
、
是
は
和
名
に
文
字
集
畧
云
、
葛
、
音
娘
、
和
名
、
佐
木
久

佐
、
日
本
紀
私
記
曰
、
福
草

枝�
相
値
、

葉�
相
当
也
と
見
え
た
れ
ど
も
、
是
は
同
名
異
草
也
、
又
檜
を
い
ふ

と
も
い
へ
り
、
枕
草
紙
条
下
に
、
檜
の
こ
と
を
い
ひ
て
、
み
つ
ば

よ
つ
ば
の
殿
づ
く
り
も
、
を
か
し
と
か
け
り
、
中
古
以
来
、
こ
の

檜
の
説
を
、
取
も
ち
ゐ
来
れ
ど
も
、
さ
き
く
さ
と
あ
れ
ば
、
木
を

以
釈
す
る
事
、
ひ
か
こ
と
也
、
た
ゞ
福
草
を
、
さ
い
く
さ
と
、
よ

み
来
れ
る
故
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
正
義
と
す
べ
し
、
猶
延
喜
式
に
、

明
証
の
伝
あ
る
こ
と
也
、
さ
て
上
の
い
ふ
ご
と
しク

、
是
ま
で
の
六
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首
の
哥
は
、
後
人
の
傍
註
な
り
と
す
、
し
か
れ
ば
、
六
に
は
い
は

ひ
哥
な
り
と
、
あ
り
つ
ら
め
、
右
の
哥
ど
も
を
、
貫
之
の
註
せ
り

と
お
も
ふ
故
に
、
後
人
な
り
の
詞
を
、
け
づ
り
し
な
る
べ
し

15序
註

(

38
頁)

(｢

こ
れ
は
世
を
ほ
め
て
神
に
つ
く
る
な
り
、｣

以
下
の
注)

序
説

(｢

こ
れ
は
、
よ
を
ほ
め
て
、
神
に
つ
ぐ
る
也
、｣

以
下
の
注)

序
註
の｢

さ
ら
す
は
歌
す
か
た
を
云
に
、
ひ
な
ふ
り
、
あ
け
う
た
、

し
つ
う
た
、
か
た
歌
な
と
い
ひ
、｣

以
下
な
し
。

以
上
、
い
さ
さ
か
詳
細
す
ぎ
る
ま
で
に
列
記
し
た
が
、
両
者
の
異
同
の

様
子
は
う
か
が
え
る
と
考
え
る
。
例
示
し
た
異
同
部
分
の
み
を
見
る
と
、

全
く
別
の
注
釈
か
と
思
え
る
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
ほ
ぼ
同
文
で
、
あ

る
箇
所
は
別
文
、
あ
る
箇
所
は
同
文
と
、
か
な
り
極
端
で
あ
る
。
こ
の
違

い
は
、
聴
講
者
の
編
集
過
程
や
、
真
淵
の
加
筆
に
依
っ
て
生
じ
た
と
は
考

え
難
い
点
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
春
満
の
別
時
の
講
義
な
の
か
、
あ
る
い

は
、
複
数
回
の
講
義
を
編
集
し
た
た
め
の
違
い
な
の
か
、
明
ら
か
で
な
い
。

た
だ
、
内
容
的
に
見
れ
ば
、
契
沖
の

『

古
今
余
材
抄』

の
影
響
は
著
し

く
、
典
拠
の
引
用
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
範
囲
を
出
な
い
。『

古
今
余
材
抄』

に
よ
り
な
が
ら
、
自
ら
の
見
解
を
示
す
と
い
う
春
満
の
姿
勢
は
、
真
淵
の

『

続
万
葉
論』

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ
の
点
は
重
視
さ

れ
て
よ
い
と
考
え
る
。

四

次
に
、
序
説
と
三
宅
氏
紹
介
の
春
塘
文
庫
旧
蔵
本

『

古
今
集
序
解』

と

を
比
較
す
る
。
当
然
の
事
な
が
ら
、
三
宅
氏
の
記
述
の
範
囲
に
お
い
て
の

み
の
比
較
で
あ
る
。

三
宅
氏
の
論
文
の
範
囲
で
序
説
と
序
解
を
比
較
す
る
と
、
序
説
は
序
解

に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
お
り
、
両
者
が
近
い
関
係
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
く
同
じ
も
の
か
と
い
う
と
、
ど
う
も
そ
う
で
は
な
い

ら
し
い
。

そ
れ
以
前
に
、
一
つ
注
意
す
べ
き
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
三
宅
氏
が
序
解

に
つ
い
て

｢

上
巻
の
内
題
に
は
表
の
外
題
と
同
じ
く

｢

序
解｣

と
し
る
し

て
あ
る
が
、
下
巻
の
内
題
に
は

｢

序
説｣

と
な
つ
て
ゐ
る
。｣

(『

古
典
学』

294
ウ)
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
書
名
は

｢

序
解｣

｢

序
説｣

と
揺
れ
動
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
序
解
の
下
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巻
が
実
は
序
説
で
取
合
せ
で
あ
る
可
能
性
を
考
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
以

下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
序
解
と
序
説
が
異
な
っ
て
い
る
と
確
認
さ
れ
る
部

分
が
い
ず
れ
も
上
巻
部
分
で
あ
る
こ
と
も
注
意
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
注

(

３)

に
述
べ
た
よ
う
に
、
序
解
に
は
末
尾
に
真

淵
の
享
保
二
十
一
年

(
一
七
三
六)

の
識
語
が
あ
る
の
に
、
序
説
に
は
そ

れ
が
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
序
解
と
序
説
は
関
係
は
有
し
な
が

ら
も
、
成
立
を
異
に
す
る
別
書
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
三
宅
氏
の
序
解
の
記
述
で
序
説
に
見
え
な
い
の
は
次
の
箇
所
で

あ
る
。

１
、
序
解
で
は
仮
名
序
古
注
に
つ
い
て
貫
之
の
も
の
で
な
い
こ
と
を
述

べ
て
い
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
間
の
引
用
に
序
説
の
記
述
は
一
致
す
る
が
、

｢

す
べ
て
古
注
は
、
後
人
の
筆
と
し
て
と
ら
ず
、｣

と
あ
る
と
す
る

(『

古

典
学』

295
ウ)

の
は
見
え
な
い
。

２
、
三
宅
氏
が
春
満
の
本
文
批
評
論
と
し
て
掲
げ
る�｢
難
波
津
の
哥

は
、
み
か
ど
の
御
ほ
む
始
め
也
、｣

以
下
の
注
文
の
内
に
、｢

な
に
は
津
の

哥
は
、
み
か
ど
の
御
始
め
な
り
と
い
ふ
よ
り
、
手
な
ら
ふ
人
の
は
じ
め
に

し
け
る
と
云
ま
で
も
、
貫
之
の
辞
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
、
い
づ
れ
も
文
義
前

後
に
つ
ゞ
け
聞
へ

(

マ
マ)

ず｣

と
あ
る
と
す
る

(

同
296
ウ)

が
、
序
説
に
見
え
な

い
。

以
上
二
箇
所
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
序
説
に
該
当
箇
所
を
見
出
す
こ
と

が
出
来
な
い
。
な
お
、
１
、
２
と
も
に
上
巻
で
あ
る
。
こ
の
事
に
よ
り
、

両
者
に
は
文
章
規
模
で
異
同
が
あ
り
、
序
註
と
序
説
の
よ
う
な
大
き
な
異

同
が
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
全
体
と
し
て
は
一
致
す
る

場
合
が
圧
倒
的
に
多
く
、
序
解
と
序
説
が
相
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
も
ま

た
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
序
註
は
序
解
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
か
と
い
う
と
、
前
者
が

上
巻
部
分
し
か
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
は
な
か
な
か
困
難
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
上
巻
部
分
に
該
当
す
る
１
、
２
は
序
説
と
同
じ
く
存
在

し
な
い
。
の
み
な
ら
ず
、
序
説
に
は
存
在
す
る
次
の
箇
所
も
ま
た
存
在
し

な
い
。

３
、
本
文
批
評
論�｢
人
の
心
を
種
と
し
て
、｣

の
注
に
つ
い
て
、
三

宅
氏
は
次
の
よ
う
に
あ
る
と
す
る

(

同
295
ウ)

が
、
二
箇
所
い
ず
れ
も
序

註
に
は
な
い
。

｢

人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て
と
い
ふ
こ
と
理
り
な
し
、｣

と
言
ひ
、

｢

ひ
と
つ
の
こ
ゝ
ろ｣

と
貫
之
は
書
け
る
な
る
べ
し
と
す
る
。

｢
さ
る
に
よ
り
て
こ
そ
、
よ
ろ
づ
の
こ
と
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
と

か
き
て
、
句
義
首
尾
す
る
も
の
な
り
、
真
字
序
に
も
、
託
其
根
於
心

地
、
発
其
華
於
詞
林
、
と
か
け
り
、
心
地
と
い
ふ
を
以
て
、
ひ
と
の

― 132 ―

���������������



こ
ゝ
ろ
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
しヲ

る
べ
し
、｣

こ
の
点
は
重
要
で
、
先
に
序
註
と
序
説
は
冒
頭
の
一
段
が
全
く
異
な
る

(

序
註
と
序
説
の
異
同
箇
所
１)

と
述
べ
た
が
、
序
解
は
基
本
的
に
序
説

の
方
に
一
致
す
る
こ
と
を
示
す
か
ら
で
あ
る
。

４
、
三
宅
氏
が
諸
説
引
証
と
す
る
内
の�
で
、｢

難
波
津
あ
さ
か
山
の

歌
に
つ
い
て
、｢

或
抄
に
、
父
母
と
定
れ
る
義
な
き
に
よ
り
て
、
や
う
に

て
ぞ
と
書
る
と
い
ふ
は
然
る
べ
し
、｣

と
の
べ
て
ゐ
る｣

(

同
300
オ)

と
さ

れ
る
が
、
序
註
に
は
な
い
。
こ
れ
は
、
先
に
序
註
と
序
説
の
異
同
を
述
べ

た
７
の
箇
所
に
当
る
。
つ
ま
り
、
序
解
は
序
説
に
一
致
し
、
序
註
と
異
な

る
。以

上
の
点
よ
り
、
序
註
、
序
解
、
序
説
は
そ
れ
ぞ
れ
文
章
あ
る
い
は
段

落
規
模
で
異
同
が
あ
り
、
序
解
と
序
説
が
比
較
的
近
く
、
序
註
は
や
や
離

れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

た
だ
、
三
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
に
わ
か
に
明
ら
か
に
出
来
な
い
。

冒
頭
部
分
で
、
序
説
が

(

そ
し
て
恐
ら
く
は
序
解
も)

古
今
伝
授
に
ふ
れ

て
い
る
の
に
対
し
て
、
序
註
が
ふ
れ
な
い
の
は
、
重
要
と
考
え
る
が
、
春

満
の
古
今
伝
授
に
対
す
る
考
え
方
が
今
一
つ
明
確
で
な
く
、
む
し
ろ
、
故

意
に
韜
晦
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
、
時
期
の
先

後
と
関
係
づ
け
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う

(

な
お
、
序
釈
に
は
古
今
伝
授
に

言
及
し
た
箇
所
が
あ
る)

。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
序
解
に
真
淵
の
享
保

二
十
一
年
二
月
の
識
語
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
序
註
、
序
解
、
序

説
系
統
の
注
の
成
立
を
春
満
最
晩
年

(

春
満
は
同
年
七
月
二
日
没)

に
設

定
す
る
こ
と
は
、
一
応
有
力
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『

根
岸
國
學
院
報

告
書』

所
収

｢

荷
田
春
満
年
譜
稿｣

を
見
る
と
、
古
今
集
関
係
記
事
は
享

保
中
期
ま
で
に
多
く
、
今
後
の
調
査
に
俟
つ
と
こ
ろ
が
多
い
よ
う
に
思
わ

れ
る

(

５)

。
五

さ
て
、
春
満
の
注
が
注
釈
史
の
上
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
以
後
の
注
釈

に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
春
満
の
注
は
伝
本
が
少
な
く
、

書
名
も
ま
ち
ま
ち
で
、
実
体
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
。
今
四
種

の
注
に
つ
い
て
、
一
応
の
内
容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
次
に
、
後
人

が
春
満
の
注
と
称
し
て
い
る
も
の
が
、
そ
の
い
ず
れ
で
あ
る
か
を
考
え
た

い
(

６)

。ま
ず
、
賀
茂
真
淵
で
あ
る
。
春
満
の
注
の
中
、
２
ｂ
序
解
、
２
ｃ
序
説

の
い
ず
れ
も
真
淵
の
関
与
を
標
榜
し
て
い
る
の
で
、
春
満
の
注
と
真
淵
の

注
に
は
特
別
の
関
係
が
予
想
さ
れ
、
真
淵
が
春
満
の
注
と
し
て
、
い
か
な
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る
も
の
を
用
い
て
い
る
か
は
重
要
で
あ
る
。

す
で
に
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
三
宅
清
、
内
村
和
至
両
氏
に
論
が
あ
る

(

７)

。

こ
の
う
ち
、
三
宅
氏
は
、
真
淵

『

続
万
葉
論』

の

｢

な
に
は
な
る
な
か

ら
の
は
し
も
つ
く
る
也
今
は
我
身
を
何
に
た
と
へ
ん｣

(

巻
十
九
、
1051)

歌
の
注
に

｢

荷
田
在
満
序
の
注
云｣

と
し
て
か
な
り
長
い
引
用
が
あ
る
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
在
満
の
序
の
注
と
言
ふ
の
は
全
集

(

８)

の
底
本
で
は
在
満
と
し
て
ゐ

る
が
、
内
閣
文
庫
蔵
本
で
は

｢
春
満
先
生
序
伝
云｣

と
あ
る
。
真
淵

は

｢

続
万
葉
論｣

の
著
に
春
満
の
序
の
注
と
言
ふ
も
の
を
照
覧
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
春
満
の
序
伝
と
云
ふ
説
を
今
の

｢

序
解｣

に
照
す
に
殆
ど
文
章
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
今
の

｢

序
解｣

で
は

衍
文
が
一
箇
所
存
し
、
又

｢

続
万
葉
論｣

の
注
に
は

｢
云
々｣

と
し

て
略
し
て
ゐ
る
国
史
の
原
文
を
し
る
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
微
差
は
あ
る

が
、
注
の
文
章
ま
で
一
致
す
る
か
ら
、｢

続
万
葉
論｣

に
所
謂
春
満

の
序
の
注
は
即
ち
今
の

｢

序
解｣

を
指
す
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

(『

古
典
学』

302
オ
―
ウ

(

９))

こ
の
三
宅
氏
の
指
摘
に
よ
っ
て
、
真
淵
が

『

続
万
葉
論』

で
用
い
た
春

満
の
仮
名
序
注
は
２
ｂ
序
解
と
一
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
文
は
家
蔵
本
序
説
に
も
存
在
し
て
お
り
、
衍
文
が
な
い
こ
と

を
除
け
ば
、
三
宅
氏
の
記
述
に
全
く
一
致
す
る
。

一
方
、
こ
の
箇
所
は
１
序
釈
に
は
存
在
し
な
い
の
で
、
こ
こ
で
真
淵
の

用
い
た
注
は
２
の
系
統
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る

(

２
ａ
序
註
は
後
半
が
欠

け
て
お
り
、
該
記
述
の
存
否
は
不
明
で
あ
る)

。

し
か
し
な
が
ら
、
事
実
は
そ
れ
ほ
ど
簡
単
で
は
な
い
。
内
村
氏
が
指
摘

さ
れ
る
よ
う
に
、
真
淵
が
春
満
の
注
に
言
及
す
る
の
は
、
右
の
箇
所
ば
か

り
で
は
な
い
。
他
に

『

古
今
和
歌
集
打
聴』

に
一
箇
所
、『

古
今
集
序
表

考』

に
一
箇
所
、『

古
今
集
序
別
考』

に
三
箇
所
の
記
述
が
あ
る
。
内
村

氏
も
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
序
註
、
序
説
に
は
及
ん
で
い
な
い
の
で
、
も

う
一
度
検
討
す
る
。

ま
ず
、
打
聴
の
箇
所
で
あ
る
。
次
の
よ
う
に
あ
る
。

(｢

む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た
。｣

以
下
の
注)

其
う
へ
序
文

フ
ミ
コ
ト
バ
の
中
に
か
く
哥
を
上
し
は
く
だ�
し
く
聞
え
且
例
な

ど
も
有
ま
じ
き
事
也
仍
て
思
ふ
に
此
哥
共
は
後
の
人
の
己
が
意
も
て

注
し
お
き
た
る
を
又
後
よ
り
本
文
に
う
つ
し
入
た
る
物
な
ら
ん
貫
之

は
真
名
序
に
一ニ

曰
風
二ニ

曰
賦
三ニ

曰
比
云
々
の
如
く
ひ
と
つ
に
は
そ
へ

う
た
二
つ
に
は
か
ぞ
へ
哥
三
つ
に
は
な
ど
ゝ
書
連
ツ
ヾ
ケ
ら
れ
し
も
の
ぞ

と
荷
田
東
万
侶

カ
ダ
ノ
ア
ヅ
マ
マ
ロ

の
大ウ

人シ

は
い
は
れ
し
こ
は
し
か
る
べ
き
事
と
お
ぼ
ゆ

(

旧
版
全
集
巻
七
、
50
―
51
頁)
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忠
実
な
引
用
と
い
え
な
い
の
で
、
比
較
が
難
し
い
が
、
類
似
の
箇
所
を

捜
す
と
、
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

序
釈

(
新
編
全
集
48
頁)

(｢

抑
歌
の
さ
ま
六
つ
也
、｣

以
下
の
注)

凡
序
文
を
見
る
に
、
唐
日
本
と
も
に
其
一
部
の
大
意
を
の
へ
て
文
に

な
す
物
な
れ
は
、
か
や
う
に
く
た�
し
く
う
た
を
書
て
、
と
い
へ

る
な
る
へ
し
な
と
は
あ
る
ま
し
き
事
也
、

序
註

(

同
34
頁
、
序
説
も
ほ
ぼ
同
じ)

(｢

そ
の
六
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、｣

以
下
の
注)

大
さ
ゝ
き
御
門
を
そ
へ
奉
る
と
云
よ
り
い
へ
る
成
へ
し
と
云
ま
て
は
、

貫
之
の
詞
に
あ
ら
す
と
す
、
是
は
古
注
已
前
の
又
古
注
な
る
へ
し
、

い
か
て
か
貫
之
の
、
か
は
か
り
に
つ
た
な
き
こ
と
を
か
ゝ
れ
な
ん
や
、

ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
ふ
た
つ
に
は
か
そ
へ
歌
と
か
き
つ
ゝ
け
ん

こ
そ
文
章
な
る
へ
け
れ
、
な
ん
そ
証
歌
を
出
す
に
及
む
、
其
上
と
い

へ
る
な
る
へ
し
と
、
歌
こ
と
に
書
添
た
る
後
人
の
傍
書
う
た
か
ひ
な

き
こ
と
也
、

｢

く
だ�
し
く｣

の
語
の
一
致
か
ら
、
序
釈
が
近
い
が
、
言
い
回
し

そ
の
も
の
は
、
序
釈
、
序
註
い
ず
れ
も
あ
ま
り
似
て
い
な
い
。
引
用
と
い

う
よ
り
、
取
意
の
文
か
。

次
に
、
序
表
考
で
あ
る
。

(｢

高
砂
住
の
江
の
松
も
相
お
い
の
や
う
に
お
ぼ
へ｣

の
注

(�))

此
相
お
い
を
相
生
ア
ヒ
ヲ
ヒ

と
思
ひ
誤
り
し
か
ば
引ク

べ
き
哥
も
お
く
に
無
ま
ゝ

に
さ
ま�
作
り
言
を
い
へ
り
相
生
ア
ヒ
ヲ
ヒ

の
心
と
し
て
は
文ブ
ン

も
つ
ゞ
か
す

何
の
こ
と
は
り
も
な
く
相
老
と
す
る
時
は
上カ
ミ

と
ひ
と
し
く
哥
を
も
ひ

か
れ
理
も
明
ら
け
く
て
文
も
い
と
面
白
き
也
是
は
荷カ

田ダ

東
ま
ろ
の
考ヘ

出
せ
し
こ
と
に
て
世
に
め
で
た
く
こ
そ

(

旧
版
全
集
巻
七
、
10
頁)

序
釈

(

新
編
全
集
54
頁)

(｢

高
砂
住
の
江
の
松
も
相
お
い
の
や
う
に
覚
え｣

の
注)

此
一
章
の
、
相
生
と
心
得
よ
り
引
へ
き
歌
な
け
れ
は
、
あ
ら
ぬ
論
の

み
有
也
、
是
は
誰
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
松
も
む
か
し
の
友

な
ら
な
く
に
、
我
見
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
住
の
江
の
岸
の
姫
松
幾
代

遍
ぬ
ら
ん
、
此
二
首
を
引
る
文
に
て
、
我
と
松
と
相
老
の
や
う
に
覚

ゆ
と
い
ふ
也
、
さ
れ
は
誰
を
か
も
と
よ
み
た
る
人
と
、
高
砂
の
松
我

見
て
も
と
よ
み
た
る
人
は
、
住
の
江
の
松
を
相
老
の
様
に
覚
ゆ
る
と

也
、

序
説

(

序
註
は
欠)

(｢

高
砂
す
み
の
江
の
松
も
あ
ひ
お
い
の
や
う
に
覚
え｣

の
注)

是
は
相
老
の
義
な
り
、
我
み
て
も
久
し
く
な
り
ぬ
と
い
へ
る
は
、
我
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ふ
り
ぬ
る
ほ
と
も
有
に
す
み
の
え
の
松
は
幾
代
を
か
へ
ぬ
ら
ん
と
い

ひ
、
た
れ
を
し
も
し
る
人
に
かは

せ
ん
、
む
か
し
の
友
も
皆
う
せ
て
わ

れ
の
み
ふ
り
残
れ
り
、
高
砂
の
松
も
年
ふ
り
た
れ
と
わ
か
昔
の
友
に

て
も
な
け
れ
は
、
今
は
誰
を
か
も
知
人
に
せ
ん
と
の
意
な
れ
は
相
老

と
い
へ
る
に
極
れ
り

こ
の
相
老
説
は
春
満
の
説
と
し
て
以
後
引
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
い

ず
れ
に
も
見
え
て
い
る
。

次
は
序
別
考
で
あ
る

(�)
。

(｢

凡ソ

六
く
さ
に
わ
か
れ
ん
こ
と
は
か
た
く
な
ん
有
べ
き｣

以
下
の
注)

荷カ

田ダ

う
し
は
東
万
呂
序
文
に
く
さ�
と
哥
を
挙ア
グ

べ
く
も
あ
ら
ず
且ツ

其ノ

哥
ど
も
い
か
に
ぞ
や
と
お
ぼ
ゆ
る
も
あ
れ
ば
哥
は
後チ

の
人
の
加
へ

け
ん
や
と
い
は
れ
し
是
も
さ
る
事
也
前サ
キ

に
も
後ノ
チ

に
も
い
ふ
ご
と
く
疑
ウ
タ
ガ
ハ

し
き
事
誤
れ
る
事
も
い
と
多
き
は
貫
之
ぬ
し
か
く
ま
で
は
あ
ら
じ
や

(

旧
版
全
集
巻
七
、
24
頁)

こ
こ
は
先
に
打
聴
で
挙
げ
た
箇
所
が
対
象
で
あ
る
。
い
ず
れ
が
近
い
と

も
言
え
ず
、
ま
た
、
真
淵
が
ど
の
程
度
忠
実
に
引
用
し
て
い
る
か
を
疑
え

る
箇
所
で
も
あ
る
。

(｢

い
に
し
へ
よ
り
か
く
つ
た
は
る
う
ち
に
も｣

以
下
の
注)

考
ふ
る
に
今
の
本
に
か
く
伝
は
る
中
に
も
と
云ヒ

次
に
な
ら
の
御
時
よ

り
広ヒ
ロ

ま
り
に
け
る
彼
御
世

カ

ノ

ミ

ヨ

や
哥
の
心
を
し
ろ
し
召メ
シ

た
り
け
ん
か
の
御

時
に
お
ほ
き
三
つ
の
位
と
い
ふ
ま
で
の
詞
は
後ノ
チ

に
書
添ソ
ヘ

た
る
も
の
也

と
荷
田
東
万
呂

カ

ダ
ヒ
ガ
シ
マ

ロ

う
し
は
い
は
れ
た
り

(

旧
版
全
集
巻
七
、
26
頁)

序
釈

(

新
編
全
集
58
頁)

(｢

い
に
し
へ
に
か
く
つ
た
は
る
う
ち
に
も
、｣

以
下
の
注)

さ
れ
は
貫
之
、
人
丸
の
時
代
を
平
城
と
お
も
は
れ
け
る
か
、
是
貫
之

の
大
成
考
た
か
ひ
と
い
ふ
へ
し
、
是
を
思
ひ
此
文
を
考
る
に
、
な
ら

の
み
か
と
ゝ
い
ふ
よ
り
、
下
の
み
つ
の
位
と
い
ふ
ま
て
、
衍
文
な
り
、

後
人
何
の
為
に
加
筆
せ
し
と
い
は
ん
に
、
是
は
古
今
伝
を
い
ろ�

お
も
し
ろ
く
な
さ
ん
と
て
、
君
臣
合
体
に
な
し
、
此
所
に
か
く
書
入

た
る
也
、

序
説

(

序
註
は
欠)

(｢

い
に
し
へ
よ
り
か
く
つ
た
は
る
う
ち
に
も｣

以
下
の
注)

…
…
貫
之
は
平
城
天
皇
を
さ
し
て
い
は
れ
け
る
事
明
な
り
、
さ
れ
は

真
字
序
に
も
平
城
の
天
皇
と
有
に
て
も
知
へ
き
な
り
、
是
は
皇
居
に

あ
ら
す
、
山
陵
に
属
て
称
す
る
謚
号
な
り
、
し
か
れ
は
こ
ゝ
に
な
ら

の
お
ほ
ん
時
と
書
、
人
丸
此
時
在
世
の
よ
し
見
え
た
る
は
甚
し
き
相

違
な
る
に
つ
き
て
考
る
に
、
此
所
の
文
段
第
一
に
と
り
あ
は
す
、
そ

の
上
か
の
お
ほ
ん
時
と
い
ひ
、
又
か
の
お
ほ
ん
世
や
と
同
し
詞
を
つ
ゝ
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け
、
お
ほ
き
み
つ
の
位
と
物
に
見
え
も
せ
ぬ
位
を
書
か
へ
た
る
は
後

人
の
所
為
う
た
か
ひ
な
し
、
今
案
に
是
は
い
に
し
へ
よ
り
か
く
伝
る

う
ち
に
も
柿
の
本
の
人
丸
な
ん
哥
の
ひ
し
り
な
り
け
り
と
連
続
の
文

義
な
る
事
明
ら
か
な
り
、

こ
こ
は
述
べ
て
い
る
こ
と
は
み
な
同
じ
で
あ
る
が
、
あ
え
て
言
え
ば
、

序
釈
の
方
が
近
い
よ
う
に
思
え
る
。

(｢

こ
ゝ
に
い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
哥
の
心
を
も
知
れ
る
人｣

以
下
の

注)○
又
古
へ
の
事
を
も
哥
の
心
を
も
て
ふ
言
は
既
に
有
を
又
こ
ゝ
に
同

じ
言
を
重
ね
い
ふ
事
や
は
有
べ
き
是
も
必
貫
之
の
筆
な
ら
ぬ
こ
と
也
、

是
ら
を
後
人
の
加
へ
し
て
ふ
こ
と
は
又
荷カ

田ダ

大ウ

人シ

の
考
カ
ン
ガ
ヘ
に
よ
る
也

(

旧
版
全
集
巻
七
、
28
頁)

序
釈

(

新
編
全
集
61
頁)

(｢

い
に
し
へ
の
事
を
も
歌
を
も
し
れ
る
人
よ
む
人
多
か
ら
す｣
の
注)

是
又
加
筆
な
ら
ん
、
前
に
か
の
御
時
よ
り
こ
の
か
た
年
は
百
年
あ
ま

り
代
は
十
つ
き
と
書
て
、
直
に
今
此
事
を
と
い
ひ
て
う
け
か
た
き
故

に
、
此
文
章
を
書
入
た
る
も
の
と
見
ゆ

序
説

(

序
註
は
欠)

(｢

か
の
御
と
き
よ
り
こ
の
か
た
年
は
百
と
せ
あ
ま
り
―
―
哥
を
も
し

れ
る
人
お
ほ
か
ら
す｣

の
注)

此
一
件
も
ま
た
削
除
く
へ
し
、
前
後
の
文
に
う
つ
ら
さ
る
は
後
に
加

へ
た
る
な
り
、
初
の
な
ら
の
御
時
よ
り
ひ
ろ
ま
り
に
け
る
と
い
ひ
し

よ
り
是
ま
て
の
間
に
除
く
へ
し
と

(

マ
マ)

、
文
義
は
真
字
序
に
、
昔
平
城
天

子
詔
侍
臣
令
撰
万
葉
集
、
自
尓
以
来
時
歴
十
代
数
遇

(

マ
マ)

百
年
、
と
有
を

以
て
か
け
る
と
見
へ
た
り
、
さ
れ
は
か
の
除
へ
き
文
を
か
き
続
く
れ

は
、
な
ら
の
御
時
よ
り
そ
ひ
ろ
ま
り
に
け
る
、
か
の
御
世
や
哥
の
心

を
も
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
、
是
よ
り
さ
き
の
哥
を
あ
つ
め
て
万
え

う
集
と
な
つ
け
ら
れ
け
る
、
か
の
御
時
よ
り
こ
の
か
た
と
し
は
百
と

せ
余
り
世
は
十
つ
き
に
な
ん
な
り
に
け
る
、
如
此
な
れ
は
真
序
の
意

を
か
な
に
書
、
傍
註
せ
し
を
後
の
人
あ
や
ま
り
て
本
文
の
落
文
な
と
ゝ

思
ひ
、
切
入
れ
て
書
つ
ら
ね
し
を
、
と
か
む
る
人
も
な
く
て
世
に
伝

り
た
れ
は
、
後
は
猶
さ
こ
そ
あ
ら
め
と
の
み
お
も
ひ
て
心
得
、
と
く

こ
と
も
又
か
た
け
れ
は
、
伝
授
と
い
ふ
事
の
お
も
き
こ
と
に
は
か
へ

り
て
な
り
ぬ
る
社
な
け
か
し
け
れ

こ
の
あ
た
り
も
、
春
満
の
説
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
内
容

は
同
じ
で
あ
る
。

以
上
、
真
淵
が
春
満
の
注
と
し
て
言
及
し
た
箇
所
を
比
較
し
た
が
、
打

聴
の
巻
十
九
の
引
用
が
、
明
ら
か
に
２
系
統
の
注
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
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そ
の
他
の
箇
所
は
、
い
ず
れ
か
明
ら
か
で
な
く
、
む
し
ろ
１
序
釈
に
近
い

箇
所
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
真
淵
の
言
及
が
春
満
の
注
釈
書
の
文
に
必
ず
し
も
そ
の
ま

ま
符
合
し
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
内
村
氏
は
真
淵
が
春
満
の
説
と
言
う
と

き
は
、
書
承
の
み
な
ら
ず
口
承
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
一
字
一
句
の
比

較
で
は
解
決
さ
れ
な
い
旨
の
発
言
を
さ
れ
て
い
る
。
内
村
氏
は
ま
だ
、
序

註
、
序
説
い
ず
れ
の
本
文
も
知
ら
れ
な
い
時
点
で
、
主
と
し
て
序
釈
を
対

象
に
比
較
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
本
稿
の
検
討
に
よ
っ
て
も
事
態
は
や
は

り
解
決
し
な
い
。
内
村
氏
は
真
淵
が
春
満
の
弟
子
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
口

頭
で
そ
の
説
を
受
け
て
知
っ
て
い
た
と
の
立
場
を
と
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

春
満
の
注
と
称
す
る
も
の
が
幾
種
類
も
確
認
さ
れ
る
現
状
で
は
、
な
お
検

討
の
余
地
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、『

続
萬
葉
論』

の
歌
注
部
分
に
お
い
て
も
、
時
に
春
満
説
が

引
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
、
真
淵
の
草
稿
の
面
影
を
伝
え
て
い
る

と
目
さ
れ
る
内
閣
文
庫
蔵
本

(

二
〇
〇
―
一
六
九

(�))
で
は
、
流
布
本
よ
り

数
多
く
の
春
満
説
が
見
ら
れ
、
そ
の
多
く
は
抹
消
さ
れ
て
い
る

(

ほ
と
ん

ど｢

師
曰｣

と
し
、｢

東
万
呂
曰｣

な
ど
名
で
示
す
流
布
本
と
は
異
な
る)

。

中
に
は
長
文
の
も
の
も
あ
り
、
そ
れ
が
真
淵
の
私
的
聞
書
で
あ
る
に
も
せ

よ
、
成
書
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。
古
今
集
全
巻
の
注
が
存
在
し
た
か

否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
相
当
部
分
が
引
用
可
能
な
程
度
に
整
備
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、『

続
萬
葉
論』

に
お
け
る
春
満
説
は
後
半
部
分
が
多
く
、
新
編

全
集
に
収
め
ら
れ
た
歌
注
が
全
て
冒
頭
も
し
く
は
途
中
ま
で
で
あ
る
の
と

異
な
っ
て
い
て
、
関
連
は
認
め
ら
れ
な
い
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
な
お
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
稿

者
に
は
今
十
分
な
用
意
が
な
い
の
で
、
将
来
を
期
し
た
い
。

六

次
に
、
香
川
景
樹

『

古
今
和
歌
集
正
義』

を
考
え
る
。
正
義
に
お
け
る

春
満
説
へ
の
言
及
は
以
下
の
五
箇
所
で
あ
る

(�)

。

１
、(｢

や
ま
と
う
た
は
人
の
こ
ゝ
ろ
を
た
ね
と
し
て｣

以
下
の
注)

[

割
注]

こ
の
顕
注
の
ひ
と
つ
心
に
よ
り
て
近
こ
ろ
荷
田
春
満
か
ひ

と
つ
の
心
と
せ
る
は
非
也
此
ひ
と
つ
心
は
ふ
た
心
の
反
対
に
て
心
を

濁
り
て
と
な
ふ
る
当
時
の
常
言
な
る
事
を
し
ら
す
妄
に
の
ゝ
言
を
く

は
へ
て
下
の
万
の
こ
と
の
葉
に
む
か
へ
た
る
は
拙
な
き
さ
か
し
ら
に

て
や
か
て
語
調
も
た
し
ろ
く
め
り
況
や
対
句
に
い
た
り
て
か
た
へ
の

の
も
し
を
は
ふ
く
類
ひ
は
す
な
は
ち
紀
氏
の
文
法
な
る
事
を
も
弁
せ

さ
る
も
の
也

(

26
頁)
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２
、(｢

そ
の
む
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た｣

以
下
の
注)

此
六
く
さ
の
歌
は
荷
田
春
満
か
古
注
よ
り
前
に
又
誰
そ
一
人
の
注
也

と
い
へ
る
は
さ
る
へ
き
こ
と
也

(

47
頁)

３
、(｢

む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た｣

の
注)

(

割
注)

春
満
は
六
つ
に
は
い
は
ひ
歌
か
ら
の
歌
に
も
か
く
そ
有
へ

き
と
上
な
る
一
句
を
引
お
ろ
し
て
こ
ゝ
に
入
た
る
は
非
也
さ
は
か
り

意
に
ま
か
せ
ん
も
あ
ま
り
な
る
に
文
意
さ
へ
く
た
く
る
も
の
也

(

55

頁)

４
、(｢

よ
ろ
こ
ひ
身
に
す
き
た
の
し
み
心
に
あ
ま
り
―
―
す
み
の
え
の
松

も
あ
ひ
お
ひ
の
や
う
に
お
ほ
え｣

の
注)

古
来
の
相
お
ひ
理
り
も
た
ら
ひ
て
お
た
や
か
な
る
へ
し
春
満
は
是
を

相
老
の
意
と
し
て
仮
字
を
も
改
め
た
る
は
猶
非
也
互
に
老
た
る
を
あ

ひ
お
い
と
い
へ
る
事
昔
よ
り
例
も
な
く
又
相
お
ひ
の
や
う
に
お
ほ
え

と
は
相
お
ひ
に
は
あ
ら
ぬ
物
を
し
か
お
ほ
ゆ
と
い
ふ
也
今
は
松
も
我

も
老
た
れ
は
ま
こ
と
に
相
老
な
る
や
う
に
お
ほ
え
と
い
ひ
て
叶
ふ
へ

け
ん
や
思
ふ
へ
し
こ
は
己
か
老
た
る
心
よ
り
非
情
の
松
の
老
た
る
を

も
昔
の
友
に
な
そ
へ
ら
れ
て
同
し
齢
の
ほ
と
に
や
と
ふ
と
は
思
ひ
な

さ
る
ゝ
感
哀
を
い
へ
り

(

60
頁)

５
、(｢

い
に
し
へ
の
こ
と
を
も
う
た
を
も
し
れ
る
人
よ
む
人
お
ほ
か
ら
す｣

の
注)此

一
句
難
波
本
に
な
き
そ
正
し
き
か
く
お
な
し
事
を
い
た
つ
ら
に
打

か
さ
ね
て
い
ふ
へ
き
な
ら
ね
は
衍
文
な
る
事
う
た
か
ひ
な
し
互
に
な

ん
あ
る
今
こ
の
事
を
い
ふ
に
云�
と
引
つ
ゝ
け
て
よ
む
へ
し
既
に
春

満
は
か
く
の
こ
と
く
つ
ら
ね
た
り
さ
れ
と
も
是
よ
り
さ
き
の
歌
を
あ

つ
め
て
万
葉
集
と
名
つ
け
ら
れ
た
り
け
る
又
か
の
御
時
よ
り
こ
の
か

た
年
は
も
ゝ
と
せ
あ
ま
り
世
は
と
つ
き
に
な
ん
な
り
に
け
る
こ
れ
ら

の
語
を
も
衍
文
な
り
と
し
て
共
に
は
ふ
き
た
る
は
あ
た
ら
す
こ
は
万

葉
の
時
代
の
た
か
ひ
た
る
を
紀
氏
に
よ
も
さ
る
事
は
あ
ら
し
と
お
も

ひ
す
く
し
た
る
の
あ
や
ま
り
也

(

73
頁)

さ
て
、
順
に
見
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

１
に
つ
い
て

序
釈

(

新
編
全
集
41
―
42
頁)

(｢

や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
万
の
こ
と
の
は
と
な
れ
り
け
る｣

の
注)

人
の
心
を
た
ね
と
し
て
と
は
、
聞
よ
ろ
つ
の
も
の
に
つ
け
て
い
ひ
出

せ
る
故
に
心
を
た
ね
と
は
い
へ
り
、
顕
照
秘
説
に
曰
、
一
本
、
ひ
と

つ
心
を
と
あ
り
と
い
へ
る
、
是
し
か
る
へ
き
と
、
次
に
鴬
蛙
を
い
ひ

て
い
き
と
し
い
け
る
も
の
い
つ
れ
か
歌
を
と
有
、
然
れ
は
鴬
蛙
も
人
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の
心
を
た
ね
と
し
て
歌
を
よ
む
や
と
い
は
む
を
い
か
ゝ
こ
た
へ
ん
、

ま
た
心
を
た
ね
に
て
た
り
ぬ
へ
し
、
さ
れ
は
よ
ろ
つ
と
い
は
ん
ひ
と

つ
心
と
い
ふ
に
て
よ
ろ
し
く
侍
ら
め
、
お
く
に
も
長
歌
に
も
一
つ
心

そ
ほ
こ
ら
し
き
と
い
へ
り

序
註
と
序
説
に
つ
い
て
は
、
先
に
両
者
の
異
同
を
示
し
た
１
に
挙
げ
た

の
で
更
め
て
記
さ
な
い
が
、
文
章
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も

｢

ひ
と
つ
の

こ
ゝ
ろ
を｣

を
よ
し
と
し
て
、
正
義
の
発
言
に
一
致
し
、｢

ひ
と
つ
こ
ゝ

ろ
を｣

を
よ
し
と
す
る
序
釈
は
異
な
る
。

な
お
、『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
に
は

｢
ひ
と
つ
の
心
を｣

と
す
る
。

２
に
つ
い
て

序
釈該

当
す
る
文
な
し
。

序
註

(

新
編
全
集
34
頁
、
序
説
ほ
ぼ
同
文

(�))
(｢

そ
の
六
く
さ
の
ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た｣

以
下
の
注)

大
さ
ゝ
き
御
門
を
そ
へ
奉
る
と
云
よ
り
い
へ
る
成
へ
し
と
云
ま
て
は
、

貫
之
の
詞
に
あ
ら
す
と
す
、
是
は
古
注
已
前
の
又
古
注
な
る
へ
し
、

い
か
て
か
貫
之
の
、
か
は
か
り
に
つ
た
な
き
こ
と
を
か
ゝ
れ
な
ん
や
、

ひ
と
つ
に
は
そ
へ
う
た
、
ふ
た
つ
に
は
か
そ
へ
歌
と
か
き
つ
ゝ
け
ん

こ
そ
文
章
な
る
へ
け
れ
、
な
ん
そ
証
歌
を
出
す
に
及
む
、
其
上
と
い

へ
る
な
る
へ
し
と
、
歌
こ
と
に
書
添
た
る
後
人
の
傍
書
う
た
か
ひ
な

き
こ
と
也
、

こ
こ
は
序
註
な
ら
び
に
序
説
の｢

是
は
古
注
已
前
の
又
古
注
な
る
へ
し
、｣

を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
景
樹
が

『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
の
み
に
よ
っ

て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

３
に
つ
い
て

こ
の
箇
所
は
春
満
が
六
義
の
冒
頭
の
文

｢

そ
も�
う
た
の
さ
ま
む
つ

な
り
、
か
ら
の
歌
に
も
か
く
ぞ
あ
る
べ
き｣

の
箇
所
か
ら

｢

か
ら
の
歌
に

も
か
く
ぞ
あ
る
べ
き｣

の
一
文
を

｢

む
つ
に
は
い
は
ひ
う
た｣

の
次
に
移

動
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
春
満
の
注
釈
で

そ
の
よ
う
な
説
を
唱
え
て
い
る
も
の
は
な
い
。
実
は
、
こ
れ
は『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
の
本
文
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
本
文
が
春
満
自
筆

の
仮
名
序
の
奥
書
の
み
を
流
用
し
、
本
文
は
春
満
注
に
従
っ
て
改
竄
し
、

春
満
自
筆
の
臨
書
と
称
し
た
も
の
で
、
信
郷
の
所
為
と
見
ら
れ
る
こ
と
は

新
編
全
集
解
題
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る

(

同
書
462
―
463
頁

(�))

。

し
か
し
な
が
ら
、
景
樹
は
こ
の
説
に
よ
っ
た
と
判
明
す
る
が
、
そ
も
そ

も

『
春
葉
集』

所
載
仮
名
序
は
偽
作
に
し
ろ
春
満
説
に
よ
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
、
こ
の
箇
所
は
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
、
明
ら
か

で
な
い
。
一
字
一
句
の
相
違
な
ら
ば
、
書
き
誤
り
な
ど
と
言
っ
て
す
ま
さ
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れ
よ
う
が
、
こ
の
箇
所
は
他
に
ほ
と
ん
ど
見
な
い
特
異
の
説
ゆ
え
、
不
審

で
あ
る
。
未
知
の
春
満
注
を
想
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
今
は
不

明
と
す
る
し
か
な
い

(�)
。

４
に
つ
い
て

こ
れ
は
春
満
に
言
及
し
た
序
表
考

｢

高
砂
住
の
江
の
松
も
相
お
い
の
や

う
に
お
ぼ
へ｣

の
注
の
箇
所
に
引
用
し
た
の
で
そ
こ
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

｢

相
老｣

と
解
す
る
の
は
春
満
の
創
説
と
し
て
著
名
な
箇
所
で
あ
る
。
厳

密
に
言
え
ば
創
説
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
説
を
強
く
主
張
し

て
、
有
力
な
一
説
と
し
た
の
が
春
満
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
従
っ

て
、
序
釈
、
序
説
と
も
同
じ
解
釈
で
あ
る
。
な
お
、『

春
葉
集』

所
載
仮

名
序
で
は

｢

高
砂
す
み
の
江
の
松
も
あ
ひ
お
い
の
や
う
に
お
ほ
え｣

と
や

は
り
そ
の
解
釈
を
支
持
す
る
仮
名
遣
い
で
あ
る
。

５
に
つ
い
て

こ
れ
は
一
部
前
節
真
淵
の
項
で
も
引
用
し
た
の
で
、
更
め
て
掲
げ
な
い

が
、
春
満
は

｢

こ
れ
よ
り
さ
き
の
う
た
を
あ
つ
め
て
な
ん
萬
葉
集
と
な
つ

け
ら
れ
た
り
け
る｣

｢

か
の
お
ほ
ん
と
き
よ
り
こ
の
か
た
と
し
は
も
ゝ
と

せ
あ
ま
り
世
は
と
つ
き
に
な
ん
な
り
に
け
る｣

｢

い
に
し
へ
の
こ
と
を
も

う
た
を
も
し
れ
る
人
よ
む
人
お
ほ
か
ら
す｣

を
後
人
の
加
筆
と
し
て
削
除

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
序
釈
、
序
説
と
も
に
同
じ
で
あ
る

(

序
解
も
同
様

か
と
思
わ
れ
る
が
確
実
で
な
い)

。
ま
た
、『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
も
同

様
で
あ
る
。

さ
て
、
以
上
五
箇
所
に
つ
い
て
見
る
と
、
３
は
明
ら
か
に

『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
を
春
満
説
と
し
て
引
い
て
お
り
、
１
、
５
に
つ
い
て
も
そ
れ

の
み
で
も
書
き
う
る
が
、
２
と
４
は
、
注
釈
の
存
在
な
し
に
は
書
く
こ
と

が
で
き
な
い
。
ま
た
、
２
は
２
系
統
の
注
と
一
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。従

っ
て
、
景
樹
は

『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
の
み
な
ら
ず
、
春
満
の
注

を
も
参
照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
確
実
で
は
な
い
が
、
そ
の
注
は

２
系
統
の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

七

春
満
注
に
言
及
す
る
も
の
は
近
代
に
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
佐
佐
木
信
綱

の
例
を
挙
げ
る
。
明
治
二
十
三
年
に
刊
行
さ
れ
た

『

日
本
歌
学
全
書』

の

古
今
集
仮
名
序
に
は
春
満
へ
の
言
及
が
三
箇
所
あ
る
。
一
見
、
佐
佐
木
氏

が
春
満
の
注
を
知
っ
て
い
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
以
下
に
述
べ
る
よ

う
に
、
佐
佐
木
氏
が
春
満
の
注
を
直
接
見
て
い
た
か
否
か
疑
わ
し
い
。

ま
ず
、
六
義
部
分
に
頭
注
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。

其
六
種
の
一
つ
に
は
云
々
以
下
歌
を
六
首
本
文
に
書
入
た
る
は
後
人
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の
し
わ
ざ
な
れ
は
荷
田
翁
の
考
に
よ
り
て
は
ぶ
き
た
り

こ
の
六
義
例
歌
を
後
人
の
し
わ
ざ
と
し
て
削
除
す
る
こ
と
は
、
真
淵
の

打
聴
、
景
樹
の
正
義
、
と
も
に
春
満
説
と
し
て
引
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

｢

荷
田
翁
の
考｣
と
い
っ
て
も
、
孫
引
き
の
可
能
性
が
高
く
、
佐
佐
木
氏

が
春
満
の
注
を
見
た
証
と
は
な
ら
な
い
。

次
の
箇
所
は
、
ま
ず

『
日
本
歌
学
全
書』

の
仮
名
序
本
文
を
掲
げ
る
。

い
に
し
へ
よ
り
か
く
伝
は
る
う
ち
に
も
、
奈
良
の
御
時
よ
り
ぞ
ひ
ろ

ま
り
に
け
る
。
か
の
御
世
や
、
歌
の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
。

か
の
御
時
に
、
柿
本
の
人
麿
な
ん
歌
の
ひ
じ
り
な
り
け
る
。
こ
れ
は

君
も
ひ
と
も
身
を
合
せ
た
り
と
い
ふ
な
る
べ
し
。
秋
の
夕
べ
龍
田
川

に
流
る
ゝ
紅
葉
を
ば
、
み
か
ど
の
御
目
に
錦
と
見
給
ひ
、
春
の
あ
し

た
吉
野
山
の
桜
は
、
人
丸
が
心
に
は
雲
か
と
の
み
な
ん
覚
え
け
る
。

又
山
部
の
赤
人
と
い
ふ
人
有
け
り
。

こ
れ
に
頭
注
が
あ
る
。

一
つ
は

春
満
翁
は
か
く
つ
た
は
る
中
に
も
柿
本
人
丸
な
ん
と
つ
ゞ
け
ら
れ
た

り

も
う
一
つ
は

お
ほ
き
み
つ
の
く
ら
ゐ
は
誤
な
る
事
し
る
け
れ
ば
削
れ
り

東
丸
は
柿
本
の
人
丸
な
ん
歌
の
聖
な
り
け
る
又
山
部
の
赤
人
云
々
と

つ
ゞ
け
ら
れ
た
り

と
あ
る
。

前
者
は

｢

奈
良
の
御
時
よ
り
ぞ
ひ
ろ
ま
り
に
け
る
。
か
の
御
世
や
、
歌

の
心
を
し
ろ
し
め
し
た
り
け
ん
。
か
の
御
時
に
、
お
ほ
き
み
つ
の
く
ら
ゐ｣

の
部
分
を
削
除
す
べ
し
と
の
説
で
、
先
に
真
淵
の
序
別
考
で

｢

い
に
し
へ

よ
り
か
く
つ
た
は
る
う
ち
に
も｣

の
注
に
春
満
説
を
引
い
て
い
る
こ
と
を

述
べ
た
箇
所
を
参
照
さ
れ
た
い
。
そ
こ
で
は
序
釈
、
序
説
い
ず
れ
と
も
一

致
す
る
が
、
序
別
考
に
も
春
満
の
説
と
し
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

『

日
本
歌
学
全
書』

の
孫
引
き
と
も
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は

『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
も
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
春
満
の
注
を
直
接
見
る

必
要
は
な
い
。

ま
た
、
後
者
も
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
に
、
真
淵
や
景
樹
に

よ
る
春
満
説
の
引
用
は
な
い
が
、『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
は
そ
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
特
に
注
釈
の
存
在
を
考
え
な
く
と
も
可
能
で
あ
る
。

従
っ
て
、
佐
佐
木
氏
が
春
満
の
注
を
見
た
証
拠
は
な
い

(�)

。

な
お
、
念
の
た
め
言
う
と
、
こ
れ
が
春
満
の
説
で
あ
る
こ
と
は
、
序
釈
、

序
説
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
以
下
に
引
用
し
て
お
く
。

序
釈

(

新
編
全
集
58
―
59
頁)
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か
の
お
ほ
ん
時
に
お
ほ
き
み
つ
の
位
柿
本
の
人
ま
ろ
な
ん
、
歌
の
ひ
し

り
な
り
け
る
、
こ
れ
は
君
も
人
も
身
を
あ
は
せ
た
る
と
い
ふ
な
る
へ
し

人
丸
正
三
位
と
い
ふ
こ
と
、
何
れ
の
書
に
も
見
え
す
、
或
説
に
お
ほ

き
む
つ
の
位
に
て
正
六
位
な
る
へ
し
と
い
へ
と
も
、
証
と
す
へ
き
も

の
物

(

マ
マ)

な(�)
し
、
と
か
く
衍
文
と
見
る
時
は
、
そ
の
子
細
に
不
及
、
或
説

に
文
武
の
御
師
範
な
と
い
へ
と
、
是
も
お
し
て
文
武
に
定
て
、
君
も

臣
も
身
を
合
せ
た
る
と
い
ふ
に
て
、
や
か
て
御
師
と
は
云
、
臆
見
也
、

す
へ
て
み
な
か
や
う
な
る
証
も
な
き
こ
と
を
、
や
か
て
詞
を
添
て
い

ひ
な
す
故
、
か
ゝ
る
あ
や
ま
り
は
出
来
る
也

秋
の
夕
立
田
川
に
な
か
る
ゝ
紅
葉
を
は
、
み
か
と
の
御
目
に
は
錦
と
見

給
ひ
、
春
の
朝
の
よ
し
野
々
山
の
さ
く
ら
は
、
人
丸
か
め
に
は
雲
か
と

の
み
な
ん
お
ほ
え
け
る

此
文
章
後
人
の
加
筆
也
、
則
君
臣
合
体
を
と
り
合
せ
た
り
、
そ
れ
ゆ

ゑ
よ
み
人
し
ら
す
の
歌
を
み
か
と
の
御
歌
と
名
つ
け
て
、
此
所
へ
と

り
合
た
り
、
さ
る
程
に
人
丸
か
よ
し
の
山
の
歌
な
し
、
是
み
な
事
を

好
む
後
人
の
愚
昧
よ
り
、
は
か
な
き
事
を
書
の
せ
、
後
世
発
明
の
人

に
そ
し
り
を
う
く
る
也
、(

後
略)

序
説こ

れ
は
君
も
ひ
と
も
み
を
あ
は
せ
た
る
と
云
な
る
へ
し
―
―
雲
か
と

の
み
な
む
お
ほ
え
け
る

此
一
段
も
又
後
人
の
加
筆
と
す
、
き
み
も
人
も
身
を
あ
は
す
る
と
は

君
臣
合
躰
と
云
こ
と
を
和
文
に
か
き
と
ら
ん
と
せ
る
也
、
合
躰
と
音

に
い
は
ゝ
理
通
す
へ
し
、
身
を
合
而
と
云
て
は
合
躰
の
こ
と
ゝ
は
心

得
か
た
し
、
和
語
に
通
せ
す
音
訓
の
差
別
を
し
ら
す
し
て
は
弁
へ
か

た
か
る
へ
し
、
又
帝
の
御
め
に
立
田
川
の
紅
葉
を
に
し
き
と
見
給
ひ
、

吉
野
山
の
桜
を
人
丸
か
心
に
は
雲
か
と
覚
へ
つ
る
と
て
合
躰
と
云
へ

き
理
も
立
か
た
き
事
な
り
、
な
ん
そ
や
貫
之
の
か
く
う
き
た
る
事
を

し
る
さ
る
へ
き
、
さ
れ
は
此
一
段
を
削
る
時
は
辞
の
筋
と
ほ
り
て
意

明
ら
か
に
見
え
て
尤
佳
文
と
い
ふ
へ
き
な
り
、
故
に
是
を
も
後
人
の

加
筆
と
す

今
の
と
こ
ろ
、
明
治
期
以
後
の
注
釈
で
、
春
満
の
注
を
確
実
に
見
た
と

思
わ
れ
る
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

既
に
幕
末
に
お
い
て
、
諸
注
に
意
を
用
い
て
い
る
富
樫
広
蔭

『

古
今
和

歌
集
紀
氏
直
伝
解』

に
も
見
え
ず
、
そ
の
影
響
下
に
あ
る
堀
秀
成
の
注
釈

に
も
言
及
さ
れ
な
い
。
明
治
初
期
の
内
藤
萬
春
子

『

標注
古
今
和
歌
集』

(
明
17
刊)

の
仮
名
序
が
堀
の
説
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
先
の
拙
稿
に

指
摘
し
た
。

明
治
期
に
お
い
て
、
実
見
し
て
い
な
い
諸
注
ま
で
列
挙
す
る
金
子
元
臣
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『
古
今
和
歌
集
評
釈』

(

明
34
〜
41
刊)

に
も
春
満
の
注
の
名
は
見
え
な

い
。

付

宮
内
庁
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る

『

古
今
秘
伝
集』

(

五
一
二
―
一
一
七)

二
九
冊
六
通
は
春
満
が
門
人
村
井
政
方
に
伝
授
し
た
一
群
の
書
で
、
そ
の

う
ち
二
六
冊
が
、
伝
授
本
体
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
三
宅

清
氏
以
来
、
春
満
の
古
今
集
に
対
す
る
立
場
を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
て

お
り
、
考
察
さ
れ
て
い
る
。
春
満
と
古
今
伝
授
の
問
題
は
い
ず
れ
専
家
の

考
察
を
俟
つ
と
し
て
、
稿
者
な
り
に
春
満
相
伝
と
称
す
る
伝
授
書
群
が
い

か
な
る
性
質
を
有
す
る
か
、
簡
単
に
述
べ
て
み
た
い

(�)
。

ま
ず
、
こ
の

『

古
今
秘
伝
集』

に
は
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る
も
の
が

他
に
も
存
在
す
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
に
は

『

古
今
秘
伝
集』
の
中
、
二
六

冊
に
相
当
す
る
部
分
を
有
し
、
登
録
書
名
を
同
じ
く
す
る『

古
今
秘
伝
集』

(

鷹
三
八
〇)

一
二
冊
が
あ
る
。

ま
た
、
堺
市
立
中
央
図
書
館
に
は
後
者
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
が
存
在
す
る

(

計
一
三
冊

(�))

。

さ
ら
に
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
り
、
中
田

光
子
氏
蔵
の

『

古
今
和
歌
集
東
家
極
秘』

一
冊
が
右
記
の
も
の
の
中
、
伝

授
書
部
分
の
み
を
収
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

以
上
の
も
の
は
い
ず
れ
も
近
世
中
後
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
春
満
の
伝
授
書
群
は
全
く
独
自
の
も
の
で
は
な
く
、

少
な
く
と
も
近
世
に
お
い
て
は
一
群
の
も
の
と
し
て
、
伝
え
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
分
か
る
。
但
し
、
そ
れ
ら
の
伝
来
経
路
は
今
の
と
こ
ろ
い
ず
れ
も

明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
最
初
に
挙
げ
た『

古
今
秘
伝
集』

(

五
一
二
―

一
一
七)

が
荷
田
春
満
の
手
を
経
て
い
る
こ
と
は
判
明
す
る
が
、
そ
の
他

の
伝
授
書
が
春
満
の
手
を
経
た
形
跡
は
な
く
、
可
能
性
も
低
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、『

古
今
秘
伝
集』

(

五
一
二
―
一
一
七)

の
伝
授
本
体
の
内
訳

を
見
る
こ
と
に
す
る
。

そ
れ
は
、
古
今
集
注
釈
書
と
伝
授
書
に
分
か
れ
る
。
分
量
的
に
圧
倒
的

な
の
は
注
釈
書
で
、
実
に
二
十
二
冊
に
及
ぶ
。
こ
れ
が
何
で
あ
る
か
と
い

う
と
、
東
素
純
が
宗
祇
の
説
に
東
家
伝
来
の
説
を
加
え
て
ま
と
め
た
と
称

す
る

『

素
純
聞
書』

に
他
な
ら
な
い
。

『

素
純
聞
書』

に
つ
い
て
は
、
片
桐
洋
一
氏
が
考
察
を
加
え
ら
れ
て
お

り
(�)

、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

東
家
で
は
東
家
の
祖
東
胤
行

(

素
暹
法
師)

が
為
家
の
古
今
伝
授
を
受

け
た
と
称
し
て
い
た
が
、
そ
の
子
孫
東
常
縁
が
宗
祇
に

『

両
度
聞
書』

の
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講
義
を
行
い
、
伝
授
し
た
こ
と
か
ら
、
に
わ
か
に
注
目
を
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。
宗
祇
は

『

両
度
聞
書』

を
伝
え
た
ほ
か
、
そ
れ
を
敷
衍
し
た
講

義
を
度
々
行
い
、
そ
の
説
を
広
め
た
の
で
あ
る
。
肖
柏
へ
の
講
義『

古
聞』

、

宗
碩
へ
の
講
義

『

宗
碩
聞
書』

、
堺
の
連
歌
師
宗
友

(

石
井
与
四
郎)

へ

の
講
義

『

宗
祇
略
抄』
、
聴
講
者
不
明
の

『

文
亀
二
年
宗
祇
注』

が
あ
る
。

以
上
は
宗
祇
の
講
義
を
忠
実
に
と
ど
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、『

素

純
聞
書』

は
同
じ
く
宗
祇
系
の
聞
書
と
言
っ
て
も
、
や
や
事
情
を
異
に
す

る
。
そ
れ
は
、
素
純
が
常
縁
の
息
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。『

素
純
聞
書』

末
尾
の
素
純
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
宗
祇
の
説

(

父
常
縁
の
説
で
も

あ
る)

を
受
け
る
と
と
も
に
、
東
家
伝
来
の
説
を
頼
常

(

伝
未
詳
、
常
縁

の
近
親
も
し
く
は
門
弟
と
さ
れ
る)

か
ら
も
受
け
、
そ
れ
を
加
え
て
い
る

と
す
る
。

こ
の
こ
と
が
全
て
額
面
通
り
に
受
取
れ
ぬ
事
は
片
桐
氏
が
証
明
さ
れ
た

通
り
で
、
宗
祇
の
説
以
外
に
東
家
伝
来
の
説
な
る
も
の
が
ど
れ
ほ
ど
含
ま

れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
片
桐
氏
は
肖
柏
の『

古
聞』

や
、
は
て
は
全
く
別
系
統
で
あ
る
常
光
院
流
の
注
釈

『

延
五
記』

を
も
取

入
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

た
だ
、『

素
純
聞
書』

は

『

書
目』

に
九
本
と
比
較
的
多
く
が
掲
げ
ら

れ
て
お
り
、
謹
直
に
書
写
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
東
家
の
説
を
伝
え
る
注
釈
と
し
て
、
そ
れ
な
り
に
重
ん
じ
ら
れ
、

広
く
行
わ
れ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。

一
方
、『

古
今
秘
伝
集』

に
含
ま
れ
る
伝
授
書
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
ろ
う
か
。
書
名
を
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『

僻
案
重
口
決
見
聞』

『

古
今
和
歌
集
見
聞
愚
記
抄』

『

古
今
集
少�

安
秘
抄
と
も
号
ス』

『

三
部
書
口
伝』

こ
れ
ら
の
伝
授
書
は
、
先
に
挙
げ
た
ま
と
ま
っ
た
伝
授
書
群
以
外
に
も
、

単
独
で
、
あ
る
い
は
二
、
三
ま
と
ま
っ
て
伝
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

『

書
目』

で
右
の
書
目
を
検
索
す
れ
ば

(

第
三
番
目
の
書
は

『

安
秘
抄』

と
し
て
立
項)

、
そ
の
事
が
判
明
す
る
。

『

僻
案
重
口
決
見
聞』

と

『

安
秘
抄』

に
つ
い
て
は
い
ま
の
と
こ
ろ
他

に
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が

(�)

、『

三
部
書
口
伝』

と

『

古
今
和
歌
集
見
聞
愚

記
抄』

に
つ
い
て
は
、
両
書
合
し
た
も
の
と
し
て
石
川
県
立
図
書
館
李
花

亭
文
庫
本

(

八
三
一
―
五
八)

、
国
文
学
研
究
資
料
館
初
雁
文
庫
本

(

一

二
―
一
八
〇)

、
岐
阜
県
大
和
町
本

(

東
家
旧
蔵

(�))

が
あ
り
、『

古
今
和
歌

集
見
聞
愚
記
抄』

の
み
の
も
の
と
し
て
静
嘉
堂
文
庫
本(

五
一
八
―
一
八
―

二
二
〇
六
〇)

、『

三
部
書
口
伝』

の
み
の
も
の
と
し
て
天
理
図
書
館
本

(

九
一
一
、
二
―
一
三
九
一)

が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
内
容
を
見
る
と
、
み
な
同
一
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
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『

古
今
和
歌
集
見
聞
愚
記
抄』

を
有
す
る
石
川
県
立
図
書
館
李
花
亭
文

庫
本
以
下
三
本
は
書
名
を｢

古
今
和
歌
集
見
聞
懸
記
抄｣

と
誤
っ
て
お
り
、

そ
の
前
に
付
さ
れ
て
い
る

『

三
部
書
口
伝』

は
冒
頭
を
欠
き
、
書
名
が
な

い
。
天
理
図
書
館
本
は

『

三
部
書
口
伝』

の
後
半
部
を

｢

秘
伝｣

と
外
題

し
て
伝
え
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
今
問
題
と
し
て
い
る
春

満
に
関
わ
る

『

古
今
秘
伝
集』
の
伝
授
書
の
一
部
と
同
一
で
あ
る
こ
と
は

な
か
な
か
気
付
か
れ
に
く
か
っ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
他
に
も
同
じ
よ

う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
る
可
能
性
は
大
き
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
伝
授
書
と
先
に
述
べ
た

『
素
純
聞
書』

と
は
い
か
な

る
関
係
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
往
々
に
し
て
単
な

る
寄
せ
集
め
の
こ
と
も
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

こ
の
場
合
は
無
縁
と
は
言
い
得
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、『

三
部
書
口
伝』

に

は
途
中

(

最
初
か
ら
三
分
の
二
く
ら
い
の
と
こ
ろ)

に
次
の
よ
う
な
奥
書

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

此
一
帖
歌
道
之
極
秘
口
決
唯
授
一
人
重
事
也
、
頼
常
浅
才
愚
昧
間
題

筆
舌
事
難
計
、
蒙
神
冥
罰
者
也

(�)十
代
道
長
翁
平
朝
臣
在
判

こ
の
奥
書
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏
が
中
田
光
子
氏
蔵

『

古
今
和
歌

集
東
家
極
秘』

に
よ
っ
て
考
察
さ
れ
て
お
り
、
詳
細
は
そ
れ
に
よ
ら
れ
た

い
が

(�)

、｢

十
代
道
長
翁
平
朝
臣｣

は
頼
常
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、『

素
純
聞

書』

奥
書
で
素
純
が
述
べ
て
い
る
こ
と
と
関
連
が
見
ら
れ
、『

素
純
聞
書』

と
こ
の
伝
授
書
群
と
は
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

但
し
、
こ
の
奥
書
が
ど
こ
か
ら
を
指
し
て
い
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。

『

三
部
書
口
伝』

冒
頭
か
ら
な
の
か
、
初
め
か
ら
三
分
の
一
く
ら
い
の
と

こ
ろ
に

｢

切
紙
上
口
伝｣

と
小
見
出
し
す
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
な

の
か
、
よ
く
分
か
ら
な
い

(�)

。
た
だ
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、『

三
部
書
口
伝』

全
体
に
素
純
が
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
春
満
の
伝
授
書
群
は
素
純
が
伝
え
た

『

素
純
聞

書』

と
そ
れ
に
関
連
す
る
伝
授
書
か
ら

(

少
な
く
と
も
そ
れ
を
中
心
と
し

て)

成
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る

(�)

。

[

注]

(

１)
『

古
典
学』

は
洋
装
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
丁
で
頁
を
数

え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

(
２)
な
お
、
こ
れ
と
同
じ
も
の
を
片
桐
洋
一
氏
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
片
桐
氏

｢

古
今
集
注
釈
書
の
展
観｣

(｢

和
歌
史
研
究
会

会
報｣
85
昭
60
・
８)

に｢

三
〇
、
荷
田
春
満
古
今
集
序
釈(

写
本)
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所
々
に
村
田
春
海
筆
と
伝
え
る
附
紙
を
貼
る
。｣

と
あ
る
。

(
３)

｢

木
村
な
り
由｣

と
は
、
三
宅
氏
紹
介
の
南
塘
文
庫
旧
蔵

『

古
今

集
序
解』

末
尾
に
あ
る
真
淵
の
識
語

(｢

享
保
丙
辰

〈

二
十
一〉

春

二
月

加
茂
真
淵
稿｣

と
す
る)

に｢

是ヲ

書
け
る
こ
と
は
、
鳥
が
啼
、

東
に
あ
る
、
木
村
な
り
由
也
、
何
ぞ
な
り
由
が
意
な
ら
む
や
、
東
万

呂
ぬ
し
の
む
ね
な
り
、｣

と
あ
る
こ
と
を
さ
す
。
三
宅
氏
は

｢｢

木
村

な
り
由｣

は

｢

続
萬
葉
論｣
の
異
本
に
み
え
る
木
村
隼
人
の
事
か
と

考
へ
ら
れ
る
。｣

と
さ
れ
る

(『
古
典
学』

293
ウ
―
294
オ)

。
一
方
、

家
蔵
本
に
は
著
者｢

木
成
従｣

に｢
神
田
明
神
ヽ
主｣

と
注
記
す
る
。

こ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
は
、『

根
岸
科
研
報
告
書』

『

根
岸
國
學
院
報

告
書』

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
明
ら
か
に
な
っ
た
。
前
者
の

｢

荷
田
春

満
宛
書
状
一
覧｣

に
七
通
の
書
状
を
認
め
る｢

木
村
図
書
成(

花
押)｣

｢

木
村
隼
人
成

(

花
押)｣

と
署
名
す
る
春
満
の
弟
子
こ
そ
こ
の
人
物

で
あ
る
。
さ
ら
に
後
者
所
収

｢

荷
田
春
満
年
譜
稿｣

に
も
た
び
た
び

そ
の
名
が
現
れ
る
木
村
成
従

(

初
名
師
親)

が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
石
岡
康
子
氏

｢

享
保
七
年
春
満
の
江
戸
出
府
と
門
人

た
ち｣
(｢

國
學
院
雜
誌｣

平
18
・
11)

に
は

｢

木
村
図
書

(

隼
人)

成
従
、
神
田
明
神
下
社
神
主
、
享
保
11
年
９
月
図
書
か
ら
隼
人
へ
改

め
る
、
本
名
師
親
、
入
門
時
期
、
元
禄
16
、
３
、
12｣

と
要
約
さ
れ

て
い
る
。
江
戸
に
お
け
る
重
要
な
弟
子
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
年
譜
稿

に
よ
れ
ば
、
春
満
の
一
周
忌
に
菓
餅
を
贈
ら
れ
、
そ
の
返
礼
と
し
て

菓
子
油
揚
、
糒
等
を
贈
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
春
満
の
晩
年
ま
で
親

し
か
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
ま
た
、｢

荷
田
春
満
宛
書
状
一
覧｣

に
よ
れ
ば
享
保
十
一
年
、
十
二
年
書
状
に
古
今
集
に
言
及
す
る
と
こ

ろ
が
あ
る
。

な
お
、
名
前
の
読
み
は

｢

な
り
由｣

｢

成
従｣

と
あ
る
の
で
、｢

な

り
よ
り｣

で
あ
ろ
う
。

(

４)

本
書
の
引
用
は
、
上
巻
部
分
は
濁
点
、
句
点
が
あ
る
の
で
そ
れ
に

従
い
、
下
巻
部
分
は
句
点
の
み
補
っ
た
。

(

５)

一
方
、
序
釈
の
成
立
を
序
註
、
序
解
、
序
説
系
統
の
成
立
と
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
は
難
し
い
問
題
で
あ
る
。
三
宅
氏
は

｢

古
今

集
の
序
解
―
春
満
よ
り
真
淵
へ｣

(『

古
典
学』

293
ウ)

に
お
い
て
、

序
釈
、
序
解
と
も
に
春
満
最
晩
年
の
成
立
と
さ
れ
る
。
内
山
和
至
氏

は
既
述
序
釈
の
解
題
・
翻
刻
及
び

｢

荷
田
春
満
の
仮
名
序
研
究
を
め

ぐ
っ
て
―
国
学
に
お
け
る
反
・
文
献
学
の
系
譜
上�
中�
下�｣

(

明
治
大

学
｢

文
芸
研
究｣

89
、
91
、
94
平
15
・
１
、
15
・
９
、
16
・
９)

に

お
い
て
、
序
釈
の
成
立
時
期
を
内
部
徴
証
か
ら
享
保
十
年

(

一
七
二

五)

こ
ろ
も
し
く
は
そ
れ
以
前
と
さ
れ
る
。
根
拠
は
、
仮
名
序
冒
頭
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の
春
満
説
が
、｢

ひ
と
の
こ
こ
ろ｣

｢

ひ
と
つ
こ
こ
ろ｣

｢

ひ
と
つ
の

こ
こ
ろ｣

と
順
次
変
化
し
て
お
り
、｢

ひ
と
つ
こ
こ
ろ｣

説
は
既
に

享
保
十
年
に
は
現
れ
て
い
る
こ
と
、
序
釈
は

｢

ひ
と
つ
こ
こ
ろ｣

で

あ
り
、
晩
年
成
立
の
序
解

(

序
説
も)

の

｢

ひ
と
つ
の
こ
こ
ろ｣

よ

り
前
段
階
の
本
文
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
説
は
享
保
十
年
と
年

代
を
出
す
こ
と
は
と
も
か
く
、
有
力
と
思
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
伏

見
稲
荷
大
社
蔵
の
春
満
自
筆

『

古
今
和
歌
集
仮
名
序』

の
出
現
で
ま

た
振
出
し
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
感
が
あ
る
。
新
編
全
集
の
解
題
に
よ

れ
ば
、
該
書
は
春
満
自
筆
で
、『
春
葉
集』

所
載
仮
名
序
と
同
じ

｢

正
徳
癸
巳
暮
秋
日

東
丸
漫
書｣

の
奥
書
を
有
し
、
本
文
は

『

春

葉
集』

所
載
の
も
の
と
は
異
な
り
、
さ
ほ
ど
改
竄
は
な
い

(

但
し
、

古
注
は
省
略)

。
と
こ
ろ
が
、
冒
頭
が

｢

ひ
と
つ
の
心
を｣

と
な
っ

て
い
て
、
晩
年
に
な
っ
て
現
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
き
た

｢
ひ
と
つ
の

心
を｣

が
既
に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
い
か
に
考
え
る
か
、
現
段

階
で
は
解
決
で
き
な
い
。
鈴
木
氏
は
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
解
題

で

｢『

古
今
和
歌
集
序
釈』

の
方
が

(

序
註
よ
り
、
稿
者
注)

や
や

先
ん
ず
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。｣(

新
編
全
集
481
頁)

と
さ
れ
て
い
る
。

(

６)

実
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
諸
家
が
春
満
説
と
称
し
て
引
用
す
る

も
の
に
は
、
春
満
の
序
の
注
釈
書
以
外
に

『

春
葉
集』

所
載
の
春
満

自
筆
と
称
す
る
仮
名
序
の
模
刻
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
序
の
模
刻

が
春
満
の
意
図
を
含
む
と
し
て
も
素
性
が
疑
わ
し
い
点
に
つ
い
て
は
、

三
宅
氏
以
来
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
春
満
に
よ
る
校
訂
本
文
と
し
て

広
く
信
じ
ら
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

(

７)

三
宅
氏

｢

古
今
集
の
序
解
―
春
満
よ
り
真
淵
へ｣

(『

古
典
学』

302

オ
―
ウ)

、
内
山
氏
の
注

(

５)

に
言
及
し
た
論
文
下�｢

八

春
満

説
と
賀
茂
真
淵｣

。

(

８)

こ
こ
で
の

｢

全
集｣

は
無
窮
会
蔵
本
を
底
本
と
す
る
旧
版
全
集
で

あ
る
が
、
東
洋
文
庫
蔵
本
を
底
本
と
す
る
新
版
全
集
で
も
同
様
で
あ

る
。

(

９)

こ
の
内
閣
文
庫
本
と
は
後
述
の
真
淵
の
草
稿
を
模
写
し
た
と
考
え

ら
れ
る
本
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
三
宅
氏
が
微
差
と
さ
れ
る
文
徳

実
録
引
用
部
分
の
省
略
は
、『

続
萬
葉
論』

が
既
に
巻
十
七
、
890

｢

世
の
な
か
に
ふ
り
ぬ
る
も
の
は
つ
の
国
の
な
か
ら
の
は
し
と
我
と

な
り
け
り｣

の
注
文
で
こ
の
部
分
を
引
用
し
て
い
る
た
め
、
真
淵
が

省
略
し
た
と
思
わ
れ
る
。

(
10)

『

続
万
葉
論』

に
も
ほ
ぼ
同
文
で
見
え
る
。

(

11)
こ
れ
も
い
ず
れ
も

『

続
万
葉
論』

に
ほ
ぼ
同
文
で
見
え
る
。

(

12)

内
閣
文
庫
蔵

『

続
萬
葉
論』

が
流
布
本
と
異
な
る
こ
と
は
、
三
宅
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清
氏
も
気
付
い
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
重
要
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
の
は
、
原
雅
子
氏

｢

賀
茂
真
淵
の
古
今
集
注
釈
―
内
閣
文
庫

本『
続
萬
葉
論』

の
位
置｣

(｢

近
世
文
藝｣

37
昭
57
・
11)

で
あ
る
。

原
氏
は
内
閣
文
庫
本
が
真
淵
草
稿
本
の
忠
実
な
写
し
で
あ
り
、
狛
諸

成
の
編
集
に
な
る
流
布
本
以
前
の
姿
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
。
補
足
す
る
と
、
内
閣
文
庫
本
八
冊
は
第
五
冊
を
除
い
て
真
淵
の

筆
跡
に
酷
似
も
し
く
は
類
似
し
て
お
り
、
虫
損
を
写
し
た
箇
所
も
あ

り
、
模
写
本
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
表
紙
、
筆
跡
、
蔵
書
印
等
を
異

に
す
る
第
五
冊
も
内
容
、
形
式
は
同
じ
で
あ
る
。(

内
閣
文
庫
本
は

現
在
ラ
ベ
ル
の
冊
次
が
混
乱
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
正
し
た
冊
次

で
述
べ
る
。)

(

13)

勉
誠
社
の
覆
刻
本

(

昭
53
刊)

に
よ
る
。
こ
の
本
は
明
治
二
十
九

年
積
善
館
発
行
の
訂
正
再
版
の
影
印
で
あ
る
。

(

14)

先
に
序
註
と
序
説
の
校
異
と
し
て
掲
げ
た
８
の｢

以
下
ほ
ぼ
同
文｣

と
す
る
箇
所
で
す
で
に
打
聴
が
春
満
説
に
言
及
す
る
箇
所
の
検
討
の

際
に
掲
げ
た
が
、
比
較
の
た
め
再
掲
す
る
。
そ
こ
に
注
記
し
た
よ
う

に
序
説
は
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

(

15)
『

春
葉
集』

付
載
仮
名
序
が
春
満
の
も
の
と
し
て
甚
だ
疑
わ
し
い

こ
と
、
ま
た

｢

正
徳
癸
巳
暮
春
日

東
丸
漫
書｣

と
奥
に
記
す
春
満

自
筆
の
仮
名
序
の
存
在
も
知
ら
れ
、
両
者
の
本
文
が
全
く
異
な
っ
て

い
る
こ
と
も
三
宅
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た

(『

古
典
学』

267

オ
―
269
ウ)

。

(

16)

こ
の
点
に
つ
い
て
、
内
山
氏
は
注

(

５)

論
文
の
中
に
お
い
て
、

こ
れ
は
信
郷
の
所
為
と
さ
れ
、
六
義
の
古
注
と
例
歌
を
省
略
し
た
ま

ま
だ
と
話
題
の
転
換
が
あ
ま
り
に
唐
突
に
な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
に

改
変
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、｢

こ
れ
は

『

序
釈』

『

序
解』

ま
た

真
淵
解
に
も
確
認
で
き
な
い
説
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
春
満
解
が
あ
っ

た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。｣

(

同
49
頁)

と
さ
れ
る
。

(

17)

但
し
、『

日
本
歌
学
全
書』

緒
言
に
は

｢

仮
字
序
は
紀
朝
臣
の
作

ら
れ
し
に
て
い
と
も
め
で
た
き
文
な
る
を
、
後
人
の
裏
書
所
々
に
入

て
、
今
の
本
は
い
と
み
だ
り
な
れ
ば
、
荷
田
翁
の
考
を
も
と
と
し
、

其
後
の
人
々
の
説
に
よ
り
て
改
め
正
し
た
り
。｣

と
あ
っ
て
、
あ
た

か
も
春
満
の
注
釈
を
見
た
か
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『

春
葉

集』

所
載
仮
名
序
を
指
す
も
の
で
、
注
釈
を
見
た
も
の
で
は
な
い
と

考
え
る
。
従
っ
て
、
本
稿

｢

は
じ
め
に｣

に
示
し
た
拙
稿
に
お
い
て

『
日
本
歌
学
全
書』

の
仮
名
序
が

｢

す
さ
の
を
の
み
こ
と
よ
り｣

を

削
除
し
て
い
る
こ
と
に
関
し
て
、
春
満
説
の
影
響
を
述
べ
、
佐
佐
木

氏
が
春
満
の
注
を
知
っ
て
い
た
と
記
し
た

(

拙
稿
99
頁)

の
は
誤
り
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で
あ
り
、
謹
ん
で
訂
正
す
る
。
そ
の
削
除
が
春
満
の
説
に
よ
る
こ
と

は
正
し
い
が
、『

日
本
歌
学
全
書』

頭
注
に
は
春
満
の
名
は
記
さ
れ

ず
、
ま
た
、
佐
佐
木
氏
は
お
そ
ら
く

『

春
葉
集』

所
載
仮
名
序
に
よ

り
、
景
樹
の
正
文
を
も
参
考
に
し
て
削
除
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

(

18)

無
窮
会
蔵
本
に
は

｢

証
と
す
へ
き
物
な
し｣

と
あ
っ
て
、
衍
字
な

し
。
新
編
全
集
の
誤
り
。

(

19)

春
満
の
古
今
伝
授
に
つ
い
て
は
最
近
発
見
さ
れ
た
春
満
宛
書
状
に

も
触
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
注

(

３)

で
言
及
し
た
石

岡
氏
論
文
に
松
平
権
之
助
信
允
や
芝
崎
宮
内
少
輔
好
安
へ
の
伝
授
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『

根
岸
科
研
報
告
書』

所
収

｢

東
丸
神

社
文
書
目
録｣

に
は
古
今
集
の
伝
授
書
が
見
え
、
そ
の
中
に
は

｢

古

今
集
藤
沢
伝｣

な
ど
以
下
に
述
べ
る
春
満
の
伝
授
書
集
成
と
は
別
系

統
の
も
の
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
報
告
さ
れ

る
と
考
え
る
の
で
、
本
稿
で
は
考
慮
外
と
す
る
。

な
お
、
以
下
の

『

古
今
秘
伝
集』

の
記
述
に
つ
い
て
は
、
稿
者
も

編
者
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
た
慶
應
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文

庫
編

『

古
今
集
注
釈
書
伝
本
書
目』

(

平
19
刊
、
以
下

『

書
目』

と

呼
ぶ)

357
―
358
頁
に
記
載
が
あ
り
、
同
書
の
記
述
を
順
次
た
ど
れ
ば

概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
は
そ
こ
で
の
記
載
を
整
理
し
て

述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『

書
目』

が
も
う
一
つ
の

『

古
今
秘
伝
集』

(

鷹
三
八
〇)

を

｢

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
荷
田
東
麿
古
今
集
伝
受
書｣

と
呼
ん
で
い
る

の
は
、
あ
た
か
も
こ
れ
が
春
満
と
関
係
す
る
が
ご
と
く
で
、
正
確
で

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
伝
授
書
群
は
春
満

の
伝
授
書

『

古
今
秘
伝
集』

(

五
一
二
―
一
一
七)

と
内
容
が
ほ
ぼ

一
致
す
る
が
、
春
満
と
関
係
す
る
証
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、

内
実
を
言
う
と
、
内
容
が
同
じ
と
言
う
こ
と
で
、
私
ど
も
が
そ
う
呼

び
慣
わ
し
て
い
て
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(

20)

堺
市
立
中
央
図
書
館
本
は
函
架
番
号
を
異
に
し
、
別
々
に
登
録
さ

れ
て
い
る
。(

三
一
三
―
三
八
〜
四
一)

が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
本
に
つ
い
て
は
佐
々
木
孝
浩
氏
の
調
査
に
よ
る
。

(

21)

片
桐
氏

『

中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題』

第
三
巻

(

昭
56
刊)

279
頁

以
下
参
照
。

(

22)
『

書
目』

の

『

僻
案
重
口
決
見
聞』

の
項
に
宮
内
庁
書
陵
部
本

『

古
今
秘
伝
集』

(

五
一
二
―
一
一
七)

が
含
ま
れ
て
い
な
い
の
は
誤

り
。

(

23)
大
和
町
本
に
つ
い
て
は

『

大
和
町
史

史
料
編』

続
編
上

(

平
11

刊)

に
よ
る
。
表
紙
に

｢

東
家
古
今
伝
授
書
写
之
分
／
文
化
十
一
暦
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文
月
二
十
六
日
よ
り｣

と
あ
り
、
解
説
に

｢

文
化
十
一
年

(

一
八
一

四)

写

平
胤
忠
に
よ
っ
て
再
編
さ
れ
た
東
家
の
古
今
伝
授
史
料
で

あ
る
。｣

と
す
る
。
胤
忠
は
遠
藤

(

東)

氏
。
寛
政
三
年

(

一
七
九

一)

十
月
十
二
日
卒
、
六
十
歳
。
な
お
、
大
和
町
は
合
併
し
て
現
在

郡
上
市
と
な
っ
て
い
る
。

(

24)

こ
の
奥
書
読
み
解
き
が
た
い
と
こ
ろ
が
あ
り
、
返
点
を
付
す
の
は

差
し
控
え
る
。

(

25)

井
上
氏

『

中
世
歌
壇
史
の
研
究

室
町
前
期

[

改
訂
新
版]』

(

昭

59
刊)

の
あ
と
が
き
、
及
び
同
氏

｢
室
町
期
和
歌
資
料
の
翻
刻
と
解

説
―[

尭
尋
三
十
三
回
忌
追
善
和
歌｣

・
日
吉
社
壇
詠
二
十
一
首
和
歌
・

和
歌
秘
伝
書
・
古
今
和
歌
東
家
極
秘
―｣

(
国
文
学
研
究
資
料
館

｢

調
査
研
究
報
告｣

５
昭
59
・
３)

参
照
。

(

26)

天
理
図
書
館
本

『

秘
伝』

は
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

(

27)
『

古
今
秘
伝
集』

に
添
え
ら
れ
た
村
井
政
方
宛
春
満
書
状
の
別
紙

に
は

｢

文
明
の
比
よ
り
予
か
家
に
伝
へ
来
る
古
今
和
哥
集
の
伝
書
あ

り
、
こ
れ
東
下
野
守
平
常
縁
の
伝
説
に
し
て
頼
常
之
伝
抄
也｣

な
ど

と
あ
る
が
、
後
段
は
と
に
か
く
、
前
段
が
俄
に
信
じ
難
い
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
な
お
、
こ
の
書
状
は
、
早
く
佐
佐
木
信
綱
氏

『

和

歌
史
の
研
究』

(

大
４
初
版
、
293
頁)

に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
三

宅
清
氏『

荷
田
春
満』

(

畝
傍
書
房
版
129
―
131
頁)

や『

神
道
大
系
〃

論
説
編
二
十
三

復
古
神
道
一
荷
田
春
満』

(

昭
58
刊)

｢

東
万
呂
文

草｣

享
保
十
一
年
の
条
に
も
翻
刻
さ
れ
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の

『

古
今
秘
伝
集』

に
つ
い
て
は
関
連
資
料
と
し
て
、

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
羽
倉
信
一
郎
著

『

古
今
秘
伝
集
考』

(

函
架
番
号

一
五
〇
―
一
五
〇
、
村
井
政
方
の
伝
及
び
村
井
に
与
え
ら
れ
た

『

古

今
秘
伝
集』

が
図
書
寮
に
蔵
さ
れ
る
に
至
る
来
歴
を
記
す)

、
京
都

大
学
附
属
図
書
館
蔵

『

古
今
和
歌
集』

(

実
は

｢

素
純
聞
書｣

、
宮
内

庁
図
書
寮
よ
り
羽
倉
信
一
郎
宛
寄
贈
感
謝
状
を
付
す
、
函
架
番
号
四
―

二
三
―
コ
八
五
、｢

素
純
聞
書｣

は
宮
内
庁
書
陵
部
本
の
副
本
か)

が
あ
る
。

(

本
章
終
わ
り)
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